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　甚大な災害で住まいが被害を受けたときは、あまりのショックに、何から手を付けたらいいのか分か

らなくなるかもしれません。

　被災者の方々が一日も早く日常の生活を取り戻せるように、行政も様々な公的支援に動き出しますが、

支援を受けるための円滑な手続きが必要となるのが住まいの被害状況の写真です。
　片付けや修理の前に、住まいの被害状況を写真に撮って保存しておきましょう。
　被害状況の写真は、公的支援の手続き（り災証明書の申請等）のほか、保険会社への損害保険の請求

の際にも役立ちます。

●ポイントは、「家の外と中の写真」を撮ることです。

▼問　総務課　自治防災グループ　☎６２ー１１１４
　　　税務課　課税グループ　　　☎６２ー８１２７

住まいが被害を受けたときに最初にすること
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▼問　郡山地方広域消防組合　三春分署　☎６２－４０４９

飲食店で爆発火災発生
多数の死傷者が発生

次の項目を確認しましょう！

郡山消防本部HP

令和２年７月 30日福島県郡山市島２丁目地内で、

飲食店の爆発火災により、死者１名、負傷者 19

名が発生しました。また、広範囲の建物等に甚大

な被害をもたらしました。

類似火災防止のために、再度、ガス管理の確認を

行ってください！

確　認　事　項 ○×
１
２
３
４

ガスこんろを使用中に、火元を離れていませんか？
火を消したら、ガス栓を閉めていますか？
ガス機器を使うときは、換気をしていますか？
ガス警報器の有効期限は、過ぎていませんか？

ガス機器の工事を行う
場合は、必ず関連する
業者に事前に連絡し、
相談してください。

　「家賃支援給付金」は、新型コロナウイルス感染症拡大により、特に大きな影響を受ける事業者に対して、事業
の継続を下支えするために、特に地代・家賃の負担軽減を目的に支給されるものです。

１　支給対象者
　新型コロナウイルス感染症拡大の影響等により、売り上げが減少した事業者が対象になります。
　（１）2020年 5月～ 12月の売上がいずれかに該当する方
　　　・いずれかの月の売上高が前年同月比 50％以上減少
　　　・連続する 3カ月について前年の同じ時期に比べて 30％以上減少
　（２）資本金 10 億円以上の大企業等を除く、中小企業、農業法人、農業者、フリーランスを含む個人事業者
　　　 も広く対象となります。

２　給付額
　申請時の直近に支払った農地を含む土地や建物の支払賃料（月額）※の合計に基づき算出される給付額（月額）
の６カ月分が支給されます。
　※賃料が年払いの場合は、12で割った額（平均月額）。また、賃料の支払い実績が必要です。

３　申請期間・方法
　・令和３年１月 15日（金）まで
　・申請は家賃支援給付金HPからアクセスして行ってください。
　
　まずはコールセンターにご相談ください。

▼問　家賃支援給付金　コールセンター　☎０１２０ー６５３ー９３０

新型コロナウイルス感染症拡大の影響等による
家賃支援給付金について 家賃支援給付金HP
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　ロタウイルスによって引き起こされる、急性胃腸炎による重症化を予防するために、ロタウイルスワクチンが定
期予防接種となります。

●ロタウイルスによる胃腸炎について
　乳幼児期にかかりやすい病気で、ロタウイルスは感染力が強く、ごくわずかなウイルスが体内に入るだけで感染
してしまいます。特に、初めて感染した場合に症状が強くでます。５歳までの急性胃腸炎の入院患者のうち 40%
から 50%前後はロタウイルスが原因です。

＜主な症状＞水のような下痢、吐き気、嘔吐、発熱、腹痛。脱水症状がひどくなると、点滴や入院が必要になるこ
　　　　　　とがあります。

●定期予防接種となる時期：令和２年 10月１日（木）から
●対象となるお子さん：令和２年８月１日以降に出生されたお子さんです。
●注意事項：現在、ロタウイルスワクチンについては、　任意接種（有料）として、生後６週から接種することが
　　　　　　できますが、ロタウイルスワクチンを定期接種（無料）として接種する場合には、10月１日以降に
　　　　　　接種してください。
●予診票について：予防接種に必要な予診票については、「三春町予防接種予診票」綴りとして、その他の定期接
　　　　　　　　　種の予診票と一緒に、郵送でお届けします。

●不明な点は、下記までご連絡ください。

▼問　保健福祉課　地域ケア推進グループ　☎６２ー５１１０　FAX６２ー０２０２

１０月１日から、ロタウイルスワクチンが定期予防接種になります

　７月に販売しました商品券「三春プレミアム 30」についている応募券で、豪華賞品が当たるセカンドチャンス
に応募できます。

１．応募方法　商品券の表紙裏にある応募券に、氏名・住所等を記載して利用店舗等へお渡しください。
２．応募期間　令和３年１月 31日（日）まで
３．抽選方法　
　　（１）抽選は令和２年 10月と令和３年２月の２回、三春町商工会で実施します。
　　（２）９月末までの応募分を対象に１回目（10 月）の抽選、１月末までの応募分を対象に２回目（２月）の
　　　　  抽選を行います。
　　（３）１回目（10月）の当選にもれた方も、２回目（２月）の抽選の対象となります。
４．当選賞品　町内店舗厳選の「お肉」または「お魚」満載セット　２回分合計で 40本
５．その他　　賞品の受け取り方法は当選者の方のみにご連絡いたします。詳しくは三春町商工会までお問い合わ
　　　　　　　せください。

▼問　三春町商工会　☎６２ー３５２３

プレミアム付商品券「三春プレミアム３０」セカンドチャンスのお知らせ

　来年度４月に保育所・幼稚園・認定こども園への入所を希望する方に入所申込書を配布します。
　なお、募集についての詳しい情報は、配布する入所申込案内をご覧いただくか、広報みはる10月号でお知らせします。

▼配布予定日　９月 28日（月）から

▼配布場所　各保育所・各幼稚園・三春町子育て支援課（保健センター２階）
　　　　　　三春幼保園・L-kid's 保育園（三春幼保園・L-kid's 保育園が第１希望の方）

▼申込受付期間　10月１日（木）～ 30日（金）
　 ▽申込受付日より前にお持ちいただいても受付できません。
　 ▽就労証明書（証明日が 10月 1日以降）などの添付書類の手配にお時間がかかる場合もありますので、お早目
　　の準備をお願いします。
　 ▽三春町に住所登録をされている方で、三春町外の保育所に入所を希望される方も申込期間内に三春町に申込書
　　を提出するようになります。
　 ▽三春幼保園、L-kid's 保育園が第１希望の方は申込書の受け取り、入所申込書の提出も各施設になります。

▼問　子育て支援課　保育グループ　☎６２ー００５５

令和３年度４月からの保育所・幼稚園等の入所申込書を配布します
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防災行政無線は聞こえていますか？　　
　これからの台風などの災害の時期に備えて、防災行政無線戸別受信機の状況を確認しておきましょう。

【防災行政無線の状態】

①電源／電池切れランプが緑色に点灯・点滅
　　→正常に受信しています。
　　　※乾電池を装着していないとき、電源／電池切れランプが緑色に点滅となる場合がありますが、これは故障
　　　　ではありません。

②電源／電池切れランプが赤色に点滅
　　→乾電池電圧が低下しています。乾電池を交換すると点滅は消え、①の状態になります。

③再生／録音ランプが赤色に点滅
　　→緊急放送等が録音されている状態です。
　　　通常の放送には支障はありません。
　　　※赤色の点滅を消すには、音量つまみの上部にある「再生ボタン」と「録音ボタン」の 2つを同時に
　　　　長押しすると、録音メッセージが消去されます。

※壊れたと思ったときは・・・下記のチェックリストをご確認ください。
　□ 電源ランプは点灯していますか。
　□ 電源スイッチ（本体右脇）は入っていますか。
　□ コンセント、または乾電池は入っていますか。
　□ アンテナはいっぱいに伸ばしてありますか。
　□ 外部アンテナ使用時はアンテナケーブルコネクタが正しく差し込まれていますか。

　　上記以外の場合、受信電波が弱い、無線機の故障などが考えられますのでご連絡ください。
　　※戸別受信機を設置した際にお渡しした「ご使用のしおり」、または町HPに詳細は掲載されておりますので、
　　　ご確認ください。

▼問　総務課　自治防災グループ　☎６２－１１１４

　国勢調査は、開始から 100 年を迎える大切な調査です。
　令和２年 10月 1日現在、日本に住んでいるすべての人および世帯を対象として実施します。
　今回の調査は、新型コロナウイルス感染症対策として、調査の説明などは原則インターホン越しに行い、回答に
ついてはインターネット回答または郵送提出をお勧めするなど、出来る限り非接触により調査を行います。
◇インターネットでの回答がとても便利です。
　インターネット回答は９月 14日（月）から 10月７日（水）まで、24時間いつでもスマートフォン、タブレッ
トおよびパソコンから回答できます。
　調査へのご協力をお願いします。

▼問　総務課　文書情報グループ　☎６２ー８１２５

令和２年国勢調査を実施します

町HP
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▼問　生涯学習課　社会体育グループ　☎ 62-3837　ＦＡＸ62-4727

　本大会は、県内の軟式野球並びにソフトボールのレベル向上と市町村間の交流を図ることなどを目的として開催
され、町でも本大会に出場するため三春町選手団を結成し、去る８月７日に「三春町選手団結団式」を開催しました。
　結団式では、軟式野球選手団の大内広信監督から「軟式野球選手団の共に戦う仲間と、一つでも多くの勝利を目
指して、町民皆さんの期待に応えられるよう頑張りたい」また、ソフトボール選手団の橋本義幸監督から「チーム
一丸となり対策を万全にして、初戦を勝ち上がり、ベスト８以上の成績を収められるよう頑張りたい」と決意表明
がありました。

　軟式野球大会は９月５日（土）から県内各球場で開催され、ソフトボールは 10月 10 日（土）から相馬光陽ソ
フトボール場で開催されます。
　三春町の第１試合の日程は次のとおりですので、皆さんもぜひ応援にお出かけください。
　なお、雨天等により試合日程が順延になる場合や新型コロナウイルス感染症の状況により変更になる場合もあり
ますので、詳しくは担当までお問い合わせください。

▼軟式野球
　９月５日（土）第３試合 12時 30分開始予定
　ヨーク開成山スタジアム（郡山市）　　
　対戦相手：塙町

▼ソフトボール
　10月 11日（日）第３試合 12時 30分開始予定
　相馬光陽ソフトボール場（相馬市）　
　対戦相手：富岡町と西郷村の勝者

三春町選手団結団式

第１４回市町村対抗福島県軟式野球大会
第７回市町村対抗福島県ソフトボール大会開幕

　坂本町長から軟式野球選手団渡邉善男代表（写真左）と
ソフトボール選手団伊藤勝秋代表（写真中央）に団旗が
授与されました。

☆ふるさと選手…他市町村在住者であっても、出身小学校また
　　　　　　　　は中学校の市町村から出場できる選手のこと

背番号
30
10
28
29
8
11
13
20
25
27
3
14
23
0
2
4
5
9
12
16
22
1
6
7
17
18
19
21

位置
監督
主将
コーチ
コーチ
投手
投手
投手
投手
投手
投手
捕手
捕手
捕手
内野手
内野手
内野手
内野手
内野手
内野手
内野手
内野手
外野手
外野手
外野手
外野手
外野手
外野手
外野手

氏　名
大内　広信
橋本　康幸
渡部　寿夫
渡辺清二郎
新田　　光
山口　賢太
高橋　知大
高橋　光祐
渡邉　智大
鴫原　健二
鈴木　啓太
國分　楓真
佐久間遊大
髙野　魁斗
遠藤　駿介
田中　拳輔
髙野龍之介
遠藤　桂太
岡本　賢壮
菊地　優太
佐藤　颯音
伊藤　貴之
田中　輝輔
大内　幸博
伊藤　友太
橋本　広大
飯　　武彦
本田　直也

地区
永作
御祭
桜ヶ丘
桜ヶ丘
郡山市
山田
亀井
新町
郡山市
須賀川市
下舞木
平沢
下舞木
深田和
赤坂
下舞木
深田和
八島台
八島台
下舞木
桜ヶ丘
深田和
下舞木
大町
山田
中町
八島台
四反田

ふるさと選手

○

○

▼軟式野球三春町選手団名簿（敬称略）
背番号
30
31
32
10
4
9
11
18
19
20
2
5
14
6
17
21
24
25
1
3
7
8
13
15
16
22
23

位　置
監督
コーチ
コーチ
主将
投手
投手
投手
投手
投手
投手
捕手
捕手
捕手
内野手
内野手
内野手
内野手
内野手
外野手
外野手
外野手
外野手
外野手
外野手
外野手
外野手
外野手

氏名
橋本　義幸
七海　広一
小山　智幸
柴　　翔太
柳沼　宏俊
菊地　優太
金澤　和昭
工藤　　廉
橋本　大樹
三瓶恵一郎
伊藤　大樹
大内　　明
橋本　祐哉
高橋　　毅
渡辺　　任
清水　　翼
影山　将大
佐久間勇紀
伊藤　貴之
鈴木　幸喜
西尾　健太
大内　幸博
渡辺　　希
影山　　靖
佐藤　翔太
渡辺　健太
伊藤　　優

地区
富沢
鶴蒔田
御祭
八島台
田村市
下舞木
須賀川市
亀井
鏡石町
郡山市
下舞木
御祭
八島台
南相馬市
富沢
上舞木
山田
下舞木
深田和
八島台
芹ヶ沢
大町
担橋
上舞木
沼沢
深田和
平沢

ふるさと選手

○

○

○
○

○

▼ソフトボール三春町選手団名簿（敬称略）
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　現在ご使用中の「国民健康保険被保険者証」は、令和２年 10月１日から新しい被保険者証に切りかわります。

◆新しい被保険者証
　　９月末日までに簡易書留郵便により、皆さんのお手元にお届けします。世帯ごとにまとめて送付しますので、
　開封して国保加入者全員分があるか確認してください。記載内容に誤りがあった場合には、お問い合わせくださ
　い。

◆保険証の有効期限
　　保険証の更新時期が来年度より変わります。今回送付する保険証の有効期限は、令和３年７月 31日となりま
　す。（75歳のお誕生日を迎える方は、お誕生日の前日まで）

◆古い被保険者証
　　10月１日（木）以降、保健センターまたは役場窓口へお返しください。

◆国保をやめる手続き
　　職場の健康保険などに加入したときは、14日以内に届出が必要です。届出が遅れると、保険税が二重払いに
　なったり、医療費の返還をお願いする場合もあります。
　新しく加入した保険者証を持って、保健センターまたは役場窓口で速やかに手続きをお願いします。

▼問　保健福祉課　国保医療グループ　☎６２ー５１１０

国民健康保険被保険者証更新のお知らせ

　「疫病や大災害の後は、世の中が変わる。」と言われておりますが、そのとおりになりつつあります。

　町の業務でも、現在、テレワーク対応や文書のデジタル化などが急ピッチで進められています。

　コロナ以前は、デジタル化の必要性はあるものの予算などの関係で先送りしてきたものが、ここに来て一気に流れが

変わりました。

　デジタル化は、居ながらにして必要な情報にすぐたどり着くことが可能です。個人情報の保護など注意すべき点はあり

ますが、今までより少ない人数で、今まで以上の行政需要に応えることが可能になることから、町ではデジタル化を積

極的に進めています。

　情報処理や行政手続きをデジタル化することで処理時間の短縮を図り、生み出した時間を企画立案や地域との協働

に充て、行政の質と生産性を高めていきたいと思っています。

　地域に溜まり場を創る。地域に協働の拠点を創ると申し上げて参りました。

　コロナの影響を受けて会議を開きにくい状況は続いていますが、地域との協働理念に沿った「生活支援体制整備」「地

域交通の改善」など、溜まり場や拠点づくりにつながる新しい事業に取り組み始めています。

　行政の本格的なデジタル化を背景として、これからも、「地域を支える人 を々確保する」という初心を忘れずに進んで参ります。
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令
和
元
年
度

人
事
行
政
の
運
営
状
況

　
人
事
行
政
の
運
営
に
お
け
る
公
正
性
、
透
明
性
を
高
め
る
た
め
、「
三
春
町

人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況
の
公
表
に
関
す
る
条
例
」
に
基
づ
き
、
職
員
の

給
与
、
定
員
管
理
な
ど
に
つ
い
て
、
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
ま
た
、
役
場
総
務
課
、
町
民
図
書
館
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
詳
細
を

ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

◆ 人件費の状況（普通会計決算）

◆ 職員給与費の状況（普通会計決算）

※ 

※ 職員手当には退職手当を含みません。  ※ 職員数は平成 31 年 4 月 1 日現在の人数です。

90

95

100

◆ ラスパイレス指数の状況（各年 4月 1日現在）

◆ 職員の平均給料月額、平均給与月額および平均年齢の状況

の員職のとご種職各るけおに在現日1月4年、各はと」額月料給均平「 ※
　基本給の平均です。

、当手居住、当手養扶るれわ払支月毎と額月料給、はと」額月与給均平「 ※
　時間外勤務手当などのすべての諸手当の額を合計したものであり、地方公
　務員給与実態調査において明らかにされているものです。また、「平均給
　与月額（国 比較 ベース）」の下段は、比較のため、国家公務員と同じベー
　ス（＝時間外勤務手当等を除いたもの）で算出しています。

◆ 職員の初任給の状況（平成31年4月1日現在）
◆ 職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況
　 （平成31年4月1日現在）

◆ 一般行政職の級別職員数の状況（平成31年4月1日）

※ 町の給与条例に基づく給料表の級区分による職員
　数です。
※ 標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する
　 代表的な職務です。

　全地方公共団体の一般行政職の給料月
額を同一の基準で比較するため、国の職員
数（構成）を用いて、学歴や経験年数の
差による影響を補正し、国の行政職俸給表
（一）適用職員の俸給月額を 100として計
算した指数です。類似団体平均とは、人口
規模、産業構造が類似している団体のラス
パイレス指数を単純平均したものです。

ラスパイレス指数とはラスパイレス指数とはラスパイレス指数とはラスパイレス指数とは

0

20

40

60

80

100

（平成31年4月1日現在）

人件費には、議会議員や
その他非常勤特別職の報
酬、町長などの特別職給
与、職員給与及び退職手
当組合負担金などが含ま
れています。
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▼問　総務課　庶務グループ　☎６２ー２１１１　FAX ６１ー１１１０

◆ 職員期末・勤勉手当・退職手当の状況

※ 退職手当の支給率は、福島県市町村総合事
　務組合「市町村職員の退職手当に関する条
　例」で定められています。

◆ 特別職の報酬等の状況（平成31年4月1日現在） ◆ 部門別職員数の状況（各年４月１日現在）

※ 職員数は一般職に属する職員数です。
※（　）内は条例定数の合計です。◆ 年齢別職員構成の状況（各年４月１日現在）

　扶養手当、住居手当、通勤手当、管
理職手当、寒冷地手当、超過勤務手当
などがあります。

その他の職員手当その他の職員手当その他の職員手当

0

5

10

15

20

60以上56～5952～5548～5144～4740～4336～3932～3528～3124～2720～2320未満

31年
5年前

▲

▲

▲

幼稚園職員の増員

人口１万当り職員数94.16人

人口１万当たり職員数
63.16人
（類似団体の人口１万
当りの職員数75.52人）

。すで合割給支る係に員職用任再は内）　（ ※
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　認知症の方やそのご家族の交流の場です。お茶を飲みながら楽しく
お話ししましょう。
▶ 開催日時　◆9月 3日（木）午前10時～11時 30分　◆10月 1日（木）午前10時～11時 30分
▶ 場　　所　三春町保健センター　１階機能訓練室　 ➡開催場所が左記に変更となっております
▶ 内　　容　身体を動かしながら脳を鍛える簡単なストレッチ・健康に関する20分程度のミニ講座
 　　　　　　9 月『意外と知らない「タンパク質」』　10月「聞こえと認知症予防」
▶ 参加申し込み　☎ 73-8180（総合相談課）
▶ 参 加 費　200 円（お茶・お菓子代）
　　　　　　 ※ 当日参加も受付けております。
　　　　　　 ※ 医療・介護・福祉に関するご相談には専門のスタッフが対応します。
　　　　　　 ※ 新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い、開催の中止または変更となる場合があり
　　　　　　　　ますのでホームページをご覧ください。

町立三春病院News町立三春病院News町立三春病院News

☎ ☎

☎

栄養科からのお知らせ
　暑い時期は、生活リズムや習慣が乱れ、食べるものも偏りがちです。
　夏の疲労は暑さが落ち着いた 9月頃にドッと出るもの…。今回は夏バテ予防の食事のポイントについ
てご紹介します。

①　夏に消費されやすい栄養素を補給しましょう
　　　夏は発汗とエネルギー消費が多くなるため、たんぱく質・ビタミン B1・ミネラルが不足しがちで
　　す。元気な身体を維持するために積極的に食事に取り入れましょう！

　　　　たんぱく質・ビタミンB1
　　　　　・エネルギー源とその助けになる。
　　　　　・疲労の回復や持久力をUPさせる働きがある。
　　　　　・ex) 肉、魚、卵、大豆など

　　　　ミネラル
　　　　　・身体の調子を整える働きがある。
　　　　　・不足すると体調不良、疲労感を感じやすくなる。
　　　　　・ex) 野菜、果物など

②　水分をしっかり補給しましょう
　　　汗をかきやすい夏は身体からどんどん水分が失われています。水、お茶、ミネラルウォーターな
　　どでこまめに水分補給をしましょう！ 1日の目安は約 2L です。心臓病や腎臓病などで水分制限の
　　必要がある方は医師の指示に従ってください。
　　　コーヒーやアルコールには利尿作用があり、水分をさらに失ってしまいます。水分補給にはなら
　　ないため注意が必要です。

　新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、開催を見合わせており
ました『オレンジカフェ☆さくら』を 8月より三春町保健センターで
再開しております。
　誰でもできる簡単なストレッチ、健康に関するミニ講座などを行っ
ております。興味のある方はぜひご参加ください。

「オレンジカフェ☆さくら」再開のお知らせ
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い
た
書
道
教
諭
の
原
義
治
さ
ん
（
現
郡
山
商
）

が
筆
を
執
り
、
内
藤
会
長
が
表
装
し
て
く
れ

た
も
の
で
、
本
校
の
柔
道
場
に
寄
贈
さ
れ
ま
し

た
。
柔
道
の
父
「
嘉
納
治
五
郎
」
氏
の
精
神

を
受
け
継
ぎ
、
さ
ら
に
稽
古
に
精
進
し
て
期

待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
頑
張
っ
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。

　

７
月
29
日
・
30
日
の
２
日
間
、
校
内
体
育

大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

で
、
三
密
対
策
や
手
指
消
毒
、
応
援
観
戦
の

制
限
等
の
感
染
対
策
を
行
い
、
ま
た
、
雨
の

影
響
で
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
か
ら
ド
ッ
チ
ボ
ー
ル
へ

の
種
目
変
更
と
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
他
は

例
年
通
り
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

生
徒
達
は
Ｔ
シ
ャ
ツ
や
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
等
を

ク
ラ
ス
ご
と
に
作
成
し
、
お
互
い
の
距
離
の

確
保
や
声
援
な
し
の
拍
手
に
よ
る
応
援
な
ど
、

例
年
と
は
違
う
形
で
の
実
施
と
な
り
ま
し
た

が
、
各
種
目
と
も
ハ
イ
レ
ベ
ル
で
好
プ
レ
ー
が

多
く
、
さ
す
が
田
村
高
校
と
い
っ
た
素
晴
ら
し

い
体
育
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

様
々
な
こ
と
に
配
慮
し
、
大
会
の
準
備
や

運
営
等
で
支
え
て
く
れ
た
生
徒
会
役
員
、
各

部
活
動
の
部
員
、
体
育
委
員
の
皆
さ
ん
、
た
い

へ
ん
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。
社
会
の
状
況
に
応

　

昨
年
の
８
月
か
ら
ラ
イ
ス
レ
イ
ク
に
留
学
し

て
い
た
山
代
琴
葉
さ
ん
（
三
春
中
卒
）
が
約

10
ヶ
月
の
留
学
を
終
え
、
無
事
帰
国
し
ま
し

た
の
で
報
告
い
た
し
ま
す
。

　

山
代
さ
ん
は
８
月
19
日
の
２
学
期
始
業
式

か
ら
本
校
に
復
帰
し
ま
し
た
。
ラ
イ
ス
レ
イ
ク

で
学
ん
だ
語
学
や
文
化
な
ど
を
本
校
生
に
伝

達
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
自
分
の
今
後
の

進
路
選
択
や
自
己
実
現
に
生
か
し
て
頑
張
っ
て

欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

☎

◆
ラ
イ
ス
レ
イ
ク（
ア
メ
リ
カ
）

　
留
学
を
終
え
、山
代
琴
葉
さ
ん

　
帰
国

山
代
琴
葉
さ
ん

コ
メ
ン
ト

　
「
最
初
は
新
し

い
環
境
で
大
変

で
し
た
が
、
慣

れ
て
く
る
と
英

語
力
が
上
が
り
、

友
達
や
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
る

こ
と
が
で
き
て

充
実
し
た
10
ヶ

月
間
を
過
ご
す

こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
さ
ら
に

英
語
力
を
伸
ば

し
て
、
将
来
に

役
立
て
て
い
き

た
い
と
思
い
ま

す
。」

じ
た
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
取
組
が
求
め
ら
れ
る
中
で
、

「
す
る
・
み
る
・
支
え
る
」
を
皆
で
協
力
し

な
が
ら
実
践
し
、
取
り
組
ん
だ
田
高
生
の
今

後
の
さ
ら
な
る
成
長
が
楽
し
み
で
す
。

◆
柔
道
の
精
神
「
自
他
共
栄
」

　
「
精
力
善
用
」
で
さ
ら
な
る

　
活
躍
を
期
待
！

◆
校
内
体
育
大
会
を
開
催 左から 大堀監督、片山主将、遠藤校長、

内藤同窓会会長、下山田総監督

様々な国の留学生とも交流しました。
　　 （右から 3番目が山代さん）

ホストファミリーの
Ｍａｒｒｙ夫妻

　

７
月
６
日
、
本
校
柔
道
部
Ｏ
Ｂ
の
内
藤
忠

同
窓
会
会
長
か
ら
、
今
後
の
活
躍
を
祈
念
し

て
「
自
他
共
栄
」「
精
力
善
用
」
の
書
が
寄
贈

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
本
校
に
以
前
勤
務
し
て

授業の様子（中央奥で紙を持っているのが山代さん）

白熱したラリーの攻防　バレーボール、ソフトテニス、卓球

激しいデッドヒートのクラス対抗リレー
裏方として活躍した 3年生体育
委員。お疲れさまでした。
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☎
☎

　　　研究の現場を見てみよう！
　　　　　  今回は国立環境研究所福島支部で行っている研究内容について紹介します。

　福島県内で河川の生態系を調査している Jさんは、標本作りの名人です。昨年の「三
春秋まつり」では名人が作った水生昆虫標本などを出展し、大人気でした。イベント
終了後、名人にお礼を言いに行くと「標本はただ見て面白いでは終わらない、大事な
意味があるんです！」とのこと。さてどんな意味があるのでしょうか？ Jさんの所属
する研究チームはヤマメなどの川魚に放射性セシウムがどのような経路で移行するか
を調べています。多くの川魚は昆虫を食べていますが、その昆虫が何を食べているか
が魚の放射性セシウム濃度に大きく影響しているようです。調査ではこれらの昆虫を
採取します。そのあとは乾燥させ、粉々にし、測定機器で分析するという流れになり
ますが、ん・・・？これだと、分析後の昆虫は粉々になってしまって、どんな形や大
きさ、色だったのかわかりませんよね。本来、標本には「いつ」「どこに」「どんな」
生き物がいたかを記録として残すという意味がありますが、それだけではなく、形あ
る姿として残すことで、見た目や生態についてわかりやすく伝えることができるとい
う意味もあるのだとか。名人作の標本、イベントの際はぜひ見に来てくださいね。

○標本を作る意味を知っていますか？

◎ 国立研究開発法人国立環境研究所　福島支部
　 管理課　企画総務係 今瀬 修
　川俣町で開催されるフォルクローレの音楽祭「コスキン・エン・ハポン」に行くのを楽し
みにしていましたが、昨年は台風で中止、今年は感染症対策のため中止に。来年こそはと願
いながら、昼休みに趣味のバンドネオンを練習しています。

コミュタン福島　９月イベント情報
◆ ５日（土）・６日（日）　　 「光でたくさん電気をつくろう！」
◆ 12日（土）・13日（日）　 「身の回りの放射線を測定してみよう！」
◆19日（土）・20日（日）　 「マイクロスコープで神秘の世界を見てみよう！」
◆21日（月）　　　　　　　 コミュタンフェスティバル in Autumn
◆22日（火）　　　　　　　 「マイクロスコープで神秘の世界を見てみよう！」
◆26日（土）・27日（日）　 「厚紙でブーメランをつくろう！」
◆環境創造シアター国立科学博物館番組上映　恐竜の世界、宇宙138億年の旅（土日祝日のみ）

※　新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、急遽、イベントを中止することがありますので、予めご
　　了承ください。詳しくはホームページ上（https://com-fukushima.jp/）で周知させていただきます。

※　環境創造シアターは、入館者間の距離を確保するため、最大入場者数を制限させていただいております。
※　赤外線放射温度計による検温スクリーニングにご協力ください。また、館内ではマスクを着用ください。
※　環境創造センターまで町営バス（三春の里コース）が運行しています。詳しくは「三春町町営バス時刻表」
　　を御覧ください。

ガムシの幼虫の標本。缶
切りのように巻貝の殻を
裂いて食べるために大あ
ごが左右非対称になって
いることがわかる。

厚紙ブーメラン
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 環境放射線量測定値をお知らせします 環境放射線量測定値をお知らせします
● 仮置場の空間線量等について
　現在、除去土壌等の保管を行っている北部三地区、北部三地区第２、三春地区、中妻地区、中郷地区および岩江
地区の仮置場における空間線量の測定結果をお知らせします。また、地下水などの放射性物質検査も実施しており、
すべての仮置場の井戸や調整池など、いずれも基準値未満となっています。
※ 仮置場平場周りなどの数か所を測定しています。　

岩江地区仮置き場中郷地区仮置き場

中妻地区仮置き場三春地区仮置き場

北部三地区第２仮置き場北部三地区仮置き場
① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

測定日
測定点

② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦
測定日
測定点 ② ③ ④測定日

測定点

② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦
測定日
測定点

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦
測定日
測定点 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

測定日
測定点

0.10

0.11

0.10

0.10

0.11

0.10

0.11

0.10

0.12

0.10

0.11

0.11

0.09

0.09

0.10

0.09

0.10

0.11

0.10

0.11

0.09

0.09

0.09

0.10

0.08

0.10

0.09

0.08

  7月  7日

  7月14日

  7月21日

  7月29日

0.13

0.13

0.13

0.12

0.12

0.12

0.12

0.10

0.14

0.13

0.13

0.11

0.11

0.11

0.11

0.09

0.09

0.10

0.10

0.08

0.09

0.09

0.10

0.09

0.11

0.12

0.12

0.11

  7月  2日

  7月  9日

  7月16日

  7月30日

0.08

0.09

0.08

0.08

0.11

0.11

0.10

0.10

0.07

0.08

0.08

0.08

0.10

0.10

0.10

0.11

  7月  6日

  7月13日

  7月20日

  7月27日

（単位：μＳｖ/ｈ） （単位：μＳｖ/ｈ）

（単位：μＳｖ/ｈ） （単位：μＳｖ/ｈ）

（単位：μＳｖ/ｈ） （単位：μＳｖ/ｈ）

※仮置場平場周りなどの７箇所（高さ１ｍ）を測定しています。

0.11
0.12
0.10
0.11
0.11

0.12
0.12
0.11
0.12
0.11

0.10
0.11
0.10
0.11
0.08

0.10
0.10
0.11
0.12
0.11

0.10
0.09
0.11
0.12
0.08

0.10
0.11
0.11
0.11
0.11

0.08
0.09
0.08
0.09
0.07

  7月  1日
  7月  8日
  7月15日
  7月22日
  7月29日
※仮置場平場周りなどの７箇所（高さ１ｍ）を測定しています。

※仮置場平場周りなどの７箇所（高さ１ｍ）を測定しています。

0.08

0.09

0.09

0.09

0.09

0.10

0.10

0.09

0.10

0.09

0.10

0.10

0.10

0.09

0.10

0.08

0.07

0.06

0.06

0.05

0.09

0.09

0.09

0.08

0.10

0.10

0.08

0.08

  7月  6日

  7月13日

  7月20日

  7月27日
※仮置場平場周りなどの７箇所（高さ１ｍ）を測定しています。

0.07

0.06

0.07

0.07

0.07

0.07

0.06

0.06

0.09

0.09

0.09

0.08

0.13

0.13

0.12

0.10

0.11

0.11

0.10

0.10

0.07

0.05

0.09

0.07

0.07

0.07

0.07

0.11

  7月  3日

  7月10日

  7月17日

  7月31日
※仮置場平場周りなどの７箇所（高さ１ｍ）を測定しています。

※仮置場平場周りなどの４箇所（高さ１ｍ）を測定しています。
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安全・安心なまちづくりを目指して
三春町と三春町商工会との災害連携に関する協定を締結しました

　８月５日、町と三春町商工会は、災害発生時に、町と商工会それぞ
れが有する資源を有効に活用し「地域防災力の向上」と「安全・安心
なまちづくりの推進」を進めていくため、災害連携協定を締結しました。
　締結した内容は次のとおりです。今後、商工会会員事業所の皆さん
も含めて調整を図っていきます。
 ※ 上段写真：坂本町長（左）、増子商工会長（右）

 ※ 下段写真：後列／佐藤副町長、新田商工会副会長、

  　 　　　   渡邉商工会副会長、村田商工会常任理事

  　　前列／佐藤議長、坂本町長、増子商工会長、影山副議長

【災害連携事項】
　（１）災害時における宿泊施設等への一時避難に関すること。
　（２）災害用資材および支援物資の供給に関すること。
　（３）災害時における被害状況の把握および事業者支援に関すること。
　（４）消防団員の活動支援に関すること。
　（５）その他災害発生時における対応に関すること。

明治安田生命郡山支社様よりご寄附をいただきました

　７月 31日、明治安田生命 郡山支社 郡山駅前営業所 営業所長 佐藤

裕行様が三春町役場に来庁し、新型コロナウイルス感染症対策として、

40万 5,400 円のご寄附をいただきました。

認知症サポーターが誕生しました

　７月 30 日保健センターで健康づくり推進員を対象に「認知症サポーター養
成講座」を開催し、新たに 18名の認知症サポーターが誕生しました。
　認知症の具体的な症状や、認知症の方と接するときのポイントなどを学びま
した。認知症について理解を深め、「他人事ではない、地域で支えあうことがで
きれば安心して暮らせる」、「介護で辛い経験をした。同じ思いの家族に寄り添
えたら」など、「話を聞けてよかった」との感想を多くいただきました。

▼問　保健福祉課　地域ケア推進グループ　☎ 62-5110

　7月 10 日に「中町愛宕クラブ」の皆さんが、中
町地区の不動橋付近から八幡橋付近にかけて、マ
リーゴールド（黄・オレンジ）、ベゴニアの花合計
110 本の植栽を行いました。
　『桜川を花で飾ろうプロジェクト』は、河川改修
が完了した桜川上流（市街地）において、地域コミュ

『桜川を花で飾ろうプロジェクト』を実施しました

「中町愛宕クラブ」の皆さん 植栽完了

ニティの創出や「街なか」観光の推進を目的に、地域の皆さんにより桜川および周辺の公共用地を花で飾り、美し
い風景を作っていくために町が花苗などを支給しているものです。

▼問　建設課　都市グループ　☎６２－２１１３
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おかえりなさい！！琴葉さん

三春町民図書館開館３０周年　岩江文庫・おはなしこすずめの活動紹介

　山代琴葉さんが、10か月のライスレイク高校留学を終え、無事三春町に帰って
きました。７月 10 日に添田教育長へ帰国のあいさつをし、２学期からは田村高
校に復学します。
　琴葉さんからの帰国報告をお知らせします。

　私は、何か新しいことに挑戦したいという思いから、三春町の姉妹都市である
アメリカ合衆国ウィスコンシン州ライスレイク市への留学を決意しました。日本
との文化の違いと新しく外国人の友達ができることを大変楽しみに出発したこと
をつい昨日のように覚えています。
　しかし、最初の頃の私は自分の英語に自信がなく内向的でした。なかなか英語
を聞き取ることもできず、また、まったく新しい環境でのホームステイ生活や学
校生活になじむことができなくてとても不安でした。しかし、５か月が過ぎたこ
ろから少しずつ理解できるようになり、日常会話も英語で楽しくコミュニケーショ
ンがとれるようになってきました。そして、友達ともより親しい関係を築くことが
できました。それは、本当の家族のように私を受け入れてくれたホストファミリー、ライスレイク高校の先生方、
そして友達の大きな支えがあったからこそ得ることができたかけがえのない貴重な経験だったと思います。
　生涯忘れることのできないたくさんの経験と充実した日々の生活の中で、自分の成長を感じることができたアメ
リカ留学。これを機会に将来の夢に向かって頑張っていきたいと思います。

田村高校２年　山代　琴葉

「岩江文庫」について（岩江文庫の活動）
　　　　　　　　　　　　　　　代表　長田　美恵子
　平成２年（1990 年）4月 28 日にオープンして今年で 30
年を迎えました。岩江地区の皆さんには長い間ご利用いただ
き心から感謝いたします。岩江文庫は当初、毎週土曜日のみ
の貸し出しでしたが、現在は、火、水、金曜日の３日間です。
利用時間は、午前 10 時から午後 4時までで、岩江センター
内の図書室で町民図書館の図書資料と共に貸し出しを行って
います。子どもの本、文学、絵本、図鑑等が主ですが、大人の本もあります。また、町民図書館から新書も入っ
て来ています。ボランティアの会では図書の整理整頓を行い、季節に合わせた作品を作り飾っています。また、岩
江地区の文化祭にも参加し、私達も楽しみながら活動しています。多くの方に利用していただければと思います。
ご要望があればいつでもご相談ください。現在、岩江文庫では、ボランティアを募集しています。興味のある方は
是非ご連絡ください。メンバー一同お待ちしています。

おはなしとともに（「おはなしこすずめ」の活動）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中村　秀子
　勤務先で、「子供にお話（昔話等）を語る」という読書活動を知り参加した。三春に戻り、
平成 19年度秋「おはなしこすずめ」を立ち上げた。活動歴は約 13年。語りと絵本を
組み合わせた「お話会」を、仲間達と年間 100 回程実施している。対象は年長～小学
６年生。子供達に本を読んでもらうきっかけづくりだ。
　映像溢れる日常を暮らす子供達が、本当に『言葉のみ』で語られるお話を聞けるのか？
いや、回を重ねる毎に実によく集中するようになる。私達の活動は、「本が好きになっ
た」「読んでもらうとよく分かる」等、子供達の声と真剣な眼差しに支えられてきた。「お話会」の後、読んだ本の
貸出しをしている。子供は読んでもらった本を、すぐ自分で読みたいようだ。昨年伊藤忠記念財団から、図書購入
の助成を受け蔵書が増えた。手渡せる本の充実は嬉しい。お話や絵本に興味のある方、まほらでの例会を覗いてみ
ませんか？

▼問　生涯学習課　町民図書館　☎６２－３３７５

このコーナーでは、最近行われた行事や三春ならではの
アツい話題などをピックアップしてお伝えしています。

留学生のお友達と一緒に

三春小でのお話会

岩江センター内　岩江文庫
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主 な 施 設 の 休 館 日
▶

▶

▶

▶

▶
▶

▶

▶

▶

▶

延　長　業　務
▶

▶

16

M-NAVI 交流館NEWS

自然観察ステーション ９月のイベント情報

9月のイベント情報

☎

※ この情報は、イベント等の主催者のご希望により掲載しております。掲載のご希望は、

　 三春交流館「まほら」までお願いします。

☎

★ 星を見る会

★ 陶芸教室（子ども向け）

　秋の天体の観察をします。
▶ 日　　時　 9 月 11 日（金）・19日（土）　午後 7時～９時
▶ 集合場所　 ステーション天文台
▶ 持 参 品　 特になし
▶ 参 加 費　 大人 200 円・子ども 100 円

※天候不良の時は、中止となる場合があります。

　ねんどで遊ぼう！
▶ 日　　時　 9 月 26 日（土）　午前 9時～ 12時
▶ 集合場所　 ステーション
▶ 持 参 品　 よごれてもよい服装
▶ 参 加 費　 子ども 500 円

※新型コロナウイルスの影響により、中止または延期となる可能性があり
　ますので、詳細はお問い合わせください。

磐州市「秋祭り市」  　　　　 【三春磐州市実行委員会(橋本紀子):62-5757】

11:00～13:00
交流広場19日（土）

地元の農産物や商店の特売品など、いろいろ
なお店が出ますので、ぜひお越しください。

福島県動物愛護センター動物愛護週間事業 【福島県動物愛護センター:024-953-6400】
10:00～16:00
まほらホール
ホワイエ
自由席
無料

9月／
27日（日）

動物の愛護と適正な飼養について関心と理解
を深めるため、無料映画上映会や猫の飼い方
講習会を開催します。
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趣
味
・
教
養 　歴史民俗資料館では、秋季企画展「昭和の三春」展を開催します。今回の展示では、昭和から平成時代はじめに

かけて、三春の町並みの移り変わりを写真などの資料で紹介します。また、戦時中に三春に疎開された方が、当時

の記憶とその後の三春の風景を組み合わせて精細に描いた絵画作品も展示します。ぜひご覧ください。

　会　期 　9月 19日（土）～ 11月 29日（日）
　休館日　月曜日と祝日の翌日（ただし月曜日が祝日の場合は開館）
　入館料　一般・大学生 300円
　　　　　小・中・高校生・障がい者手帳お持ちの方 150円
　※新型コロナウイルス感染症の拡大状況によって、休館日等に変更が
　　生じる場合があります。

▼問　歴史民俗資料館　☎ 62-5263

　福島県動物愛護センターでは、動物の適正飼養の啓発を目的にドキュメンタリー映画「犬と猫と人間と」の無料
上映会を開催します。
　詳細については、次のとおりです。
　日　時：令和 2年 9月 27日（日）　13時～ 15時 30分
　場　所：三春交流館まほら（三春町字大町 191）
　内　容：捨てられた犬・猫たちの殺処分等の現状や、それをとりまく人々の姿が描かれています
　対象者：興味のある方ならどなたでも
　参加費：無料
　定　員：先着 100名
　※申込は不要ですが、新型コロナウイルス感染症拡大防止のためマスクの着用をお願いします。
　なお、新型コロナウイルス感染症発生状況により、中止となる場合がありますので御了承ください。

▼問　福島県動物愛護センター　☎ 024-953-6400

　町民のみなさんの健康増進、体力向上を目的とし、次のとおり町民トレッキング教室を開催します。
　トレッキングは登山の一種ですが、山頂を目指すことを目的とせず、山の中を歩き、自然を満喫するスポーツ
ですので、ぜひご参加ください。
　▼日　　時　10月４日（日）
　　　　　　　午前７時～午後１時 30分（予定）
　　　　　　　※雨天や火山活動、新型コロナウイルス感染症の状況により中止する場合があります。
　▼場　　所　一切経山（福島市）
　▼参 加 料　500円
　▼募集人数　20人　町内に在住の方または町内在勤の方
　　　　　　　（中学生以下は保護者同伴。定員になり次第、締め切ります。）
　▼持 参 物　トレッキングに適した服装、マスク、飲み物・雨具他
　▼講　　師　三春町スポーツ推進委員
　▼申込期限　９月 18日（金）まで
　　　　　　　※三春交流館「まほら」休館日を除く。

▼問・申込　三春交流館「まほら」　☎６２－３８３７

秋季企画展　「昭和の三春」　～写真で見る昔の町並み～

動物愛護に関するドキュメンタリー映画上映についてのお知らせ

三春町民トレッキング教室を開催します

大河原輝男氏撮影（昭和 37年）
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〈地域子育て支援センター　☎ 62-0555〉

〈子育て支援課　☎62-0055　FAX62-3232〉

★ 三春町に住んでいる方、ぜひ一度遊びに来てください。★ 利用時間　午前10時～正午／午後1時～3時
対　象行　事 日　時 場　所

図書館のスタッフがきてたのしいお話をします。出前おはなし会 9月16日（水）
10時30分～11時

就学前のお子さんと
保護者

内　容

地域
子育て支援
センター

保育士と一緒にふれあい遊びやお話を楽しむ時間です。おはなし“あのね” 9月2日（水）11時30分～
就学前のお子さんと
保護者

地域
子育て支援
センター

就学前の9月生まれの
お子さんと保護者

手作りの誕生カードに写真を貼り、身長・体重や手形を押して
つくります。大きなケーキを囲んで9月生まれのお友達をみん
なでお祝いします。
※当日、参加できなくても誕生カードを差し上げますので予
約をお願いします。

お誕生会
9月生まれ（要予約）

9月18日（金）
11時30分～
申込期限9月16日（水）

保健センター 運動指導士の方と一緒におやこで楽しくからだを使った遊び
をします。おやこ運動遊び教室

9月8日（火）
10時～12時
申込期限9月4日（金）

1歳～3歳までの
お子さんと保護者

0歳～1歳位までの
お子さんと保護者

離乳食講座の時間があります。栄養士から具体的に話が聞け
ます。
身長、体重測定ができます。保健師と一緒に成長を確認しな
がら、お子さんとの時間を持ってみませんか。（母子手帳をご
持参ください）

のびのびの日 9月25日（金）
10時～12時

乳
幼
児
健
康
診
査

対　象行　事 日　時 場　所 内容（持参物）
3～4か月児 令和2年5月11日

～6月10日生まれ
母子手帳、問診票、子どもノート、大きめの
バスタオル

9月15日（火）
13時集合 三春町保健センター

3歳6か月児
母子手帳、問診票、尿、大きめのバスタ
オル、タオル、歯ブラシ、仕上げ磨き用
歯ブラシ、コップ

平成29年3月1日
～4月30日生まれ

9月16日（水）
13時集合 三春町保健センター

※今後の新型コロナウイルスの感染拡大状況により変更になる場合があります。

※今後の新型コロナウイルスの感染拡大状況により変更になる場合があります。

〈児童生活センター　☎ 62-8666　FAX62-8669〉
★ すべての申込先は児童生活センター事務室（三春小内）へお願いします。

行　事 日　時 場　所 内　容

９月５日（土）
午前１０時～午前１１時
申込期限：9月2日（水）

内　容：「だるまさんがころんだ」
　　　 今年は、３密に注意しながら、普段とは違う「だるまさんがこ
　　　  ろんだ」が楽しめるはず！
　　　  体を動かして、ストレス発散しながら楽しもう！！
参加費：１００円
持ち物：うわばき・タオル・着替え・水筒
対　象：小学生
申込先：児童生活センター（三春小学校内）・御木沢児童クラブへ参
　　　 加費を添えてお申し込みください。
　　　 欠席となっても返金できませんのでご了承ください。

体育館で体を
うごかそう 御木沢小体育館

９月１９日（土）
午前１０時～午前１１時３０分
申込期限：9月10日（木）

内　容：絵本・紙芝居の読み聞かせ、ビデオ上映
参加費：無料
持ち物：うわばき・タオル・着替え・水筒
対　象：幼児・児童・保護者　※幼児は保護者同伴でお願いします。
申込先：児童生活センター（三春小学校内）へお申し込みください。

ミニシアター
三春小

わんぱくクラブ室

９月２６日（土）
午前９時３０分～午前１１時３０分
申込期限：9月10日（木）

内　容：「陶芸教室」
　　　 バスで自然観察ステーションに行きます。どんな作品ができ
　　　  るのか楽しみですね。
参加費：５００円（申し込み後の返金はできません）
持ち物：タオル・水筒・帽子
その他：汚れても良い服装で参加してください。
　　　 作品は、約１カ月後に手元に届きます。
対　象：幼児・児童・保護者　※幼児は保護者同伴でお願いします。
申込先：児童生活センター（三春小学校内）へ参加費を添えてお申し込
　　　　みください。欠席となっても返金できませんのでご了承ください。

理科クラブ
三春小

わんぱくクラブ室
午前９時集合

９月１９日（土）
午後1時３０分～午後３時３０分
申込期限：9月10日（木）

内　容：クリーン作戦（ごみ拾い）
　　　 三春小校庭や明徳門周辺のごみ拾いを行います。
申込先：児童生活センター（三春小学校内）へお申し込みください。

ボランティア活動 三春小
わんぱくクラブ室

今月の行事をお知らせします
　図書館・児童生活センター・地域子育て支援センター・子育て支援課の今月の行事をお知らせします。
　詳しくは、お問い合わせください。
〈町民図書館　☎ 62-3375　FAX61-1026〉

対　象行　事 日　時 場　所
９月８日（火）　11時～11時30分絵本とわらべ唄 乳幼児と保護者、妊婦 町民図書館

※今後のコロナウイルスの感染拡大状況により変更になる場合があります。
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感
染
拡
大
地
域
に
滞
在
し
た
場

　

合
や
、
発
熱
、
喉
の
痛
み
、
頭
痛
、

　

下
痢
、
嘔
吐
な
ど
体
調
不
良
の

　

方
は
、
来
所
前
に
ご
相
談
く
だ

　

さ
い
。

▼
問
・
申
込

　

子
育
て
支
援
課

　

☎
62
‐
０
０
５
５

　

℻
62
‐
３
２
３
２

「
ま
ま
カ
フ
ェ
み
は
る
」
の

お
知
ら
せ

　

三
春
町
で
出
産
、
子
育
て
を
し

て
い
く
マ
マ
た
ち
の
出
会
い
と
ふ

れ
あ
い
の
カ
フ
ェ
で
す
。
ゆ
っ
た

り
と
し
た
気
持
ち
で
、
助
産
師
や

保
健
師
に
相
談
を
し
た
り
、
同
じ

子
育
て
を
し
て
い
る
方
と
お
話
し

が
で
き
ま
す
。

▼
対
象 

現
在
妊
娠
中
の
方

　
　
　

 

産
後
１
年
以
内
の
マ
マ

▼
内
容 

参
加
者
同
士
の
交
流

　
　
　

 

乳
房
ケ
ア
、
授
乳
に
つ
い

　
　
　

 

て
の
相
談

　
　
　

 

産
前
・
産
後
の
健
康
相
談

　
　
　

 

赤
ち
ゃ
ん
の
こ
と
や
子
育

　
　
　

  

て
に
つ
い
て
の
相
談
、
赤

　
　
　

ち
ゃ
ん
と
の
ふ
れ
あ
い
ワ

　
　
　

ン
ポ
イ
ン
ト
（
赤
ち
ゃ
ん

　
　
　

  

と
の
遊
び
の
紹
介
）

▼
日
時 

９
月
11
日
（
金
）

　
　
　

 

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

▼
場
所

　

保
健
セ
ン
タ
ー　

１
階
ホ
ー
ル

▼
持
っ
て
来
る
物

　

母
子
手
帳
、
バ
ス
タ
オ
ル
、
粉

分
析
学
か
ら
コ
ツ
や
ヒ
ン
ト
を
紹

介
し
ま
す
。
講
義
だ
け
で
は
な
く
、

家
庭
で
実
際
に
行
う
ホ
ー
ム
ワ
ー

ク
も
あ
り
、
お
子
さ
ん
に
あ
っ
た

具
体
的
な
助
言
が
も
ら
え
ま
す
。

　

ま
ず
は
楽
し
く
、
取
り
組
ん
で

み
ま
し
ょ
う
。
今
回
は
全
５
回
を

無
料
で
受
講
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

【
日
時
・
場
所
】

【
講
師
】

　

佐
藤
利
憲
先
生

　
（
福
島
県
立
医
科
大
学

　
　
看
護
学
部 

講
師
）

【
対
象
】

　

三
春
町
在
住
の
子
育
て
に
大
変

　

さ
を
感
じ
て
い
る
幼
児
か
ら
小

　

学
生
を
持
つ
保
護
者

【
受
講
方
法
】

　

会
場
で
の
受
講
か
、
オ
ン
ラ
イ

　

ン
で
の
受
講
か
を
選
択
し
て
く

　

だ
さ
い
。

【
申
込
方
法
】

　

子
育
て
支
援
課
へ
お
電
話
で
お

　

申
込
み
く
だ
さ
い
。

【
申
込
期
限
】

　

令
和
２
年
９
月
18
日
（
金
）

　

※
先
着
12
名
ま
で

【
そ
の
他
】

　

・
全
５
回
参
加
し
て
い
た
だ
き

　
　

ま
す
。

　

・
講
義
を
聞
い
た
後
に
家
庭
で

　
　

お
子
さ
ん
の
様
子
を
観
察
し

　
　

た
り
、
簡
単
な
宿
題
が
あ
り

　
　

ま
す
。
講
師
に
具
体
的
な
ア

　
　

ド
バ
イ
ス
を
も
ら
え
る
な
ど

　
　

実
践
的
な
内
容
で
す
。

▼
問
・
申
込

　

子
育
て
支
援
課

　

☎
62
‐
０
０
５
５

　

℻
62
‐
３
２
３
２

子
ど
も
・
親
子

　

ミ
ル
ク
や
お
む
つ
等
の
赤
ち
ゃ

　

ん
に
必
要
な
物
、
タ
オ
ル
（
乳

　

房
ケ
ア
を
ご
希
望
の
方
）

　

茶
話
会
は
行
い
ま
せ
ん
の
で
、
必

　

要
な
方
は
飲
み
物
を
ご
持
参
く

　

だ
さ
い
。

▼
ス
タ
ッ
フ 

助
産
師
、
保
育
士
、

　

栄
養
士
、
保
健
師

▼
お
願
い 

保
護
者
の
方
は
マ
ス
ク

　

の
着
用
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

来
所
時
の
「
検
温
」
や
「
手
指

　

消
毒
」
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

過
去
２
週
間
以
内
に
感
染
拡
大

　

地
域
に
滞
在
し
た
こ
と
の
あ
る

　

方
や
、発
熱
、喉
の
痛
み
、頭
痛
、

　

下
痢
、
嘔
吐
な
ど
体
調
不
良
の

　

方
は
ご
参
加
を
見
合
わ
せ
て
く

　

だ
さ
い
。

▼
そ
の
他 

参
加
は
無
料
で
す
。

　

参
加
す
る
場
合
は
、
９
月
９
日

　
（
水
）
ま
で
に
子
育
て
支
援
課

　

へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　

赤
ち
ゃ
ん
の
兄
弟
・
姉
妹
が
一

　

緒
の
場
合
は
申
込
み
時
に
名
前

　

や
年
齢
等
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

▼
問
・
申
込

　

子
育
て
支
援
課

　

☎
62
‐
０
０
５
５

良
い
行
動
が
増
え
る
子
ど
も
の
育

て
方 

ペ
ア
レ
ン
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

を
開
催
し
ま
す

　

こ
の
ペ
ア
レ
ン
ト
・
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
は
「
こ
ん
な
と
き
ど
う
接
し

た
ら
い
い
の
か
な
？
」
と
い
う
よ

う
な
疑
問
に
つ
い
て
、
応
用
行
動

子
ど
も
・
親
子

公
認
心
理
師
の
子
育
て
相
談
日
の

お
知
ら
せ

　

公
認
心
理
師
の
久
保
木
優
紀
先

生
、
横
山
美
香
先
生
が
、
町
内
の

保
育
所
・
幼
稚
園
を
訪
問
す
る
ほ

か
、
子
育
て
の
こ
と
、
子
ど
も
の

発
達
の
こ
と
な
ど
の
個
別
相
談
に

応
じ
ま
す
。
相
談
は
無
料
。
秘
密

は
厳
守
し
ま
す
。

　

予
約
制
と
な
り
ま
す
の
で
、
相

談
を
ご
希
望
さ
れ
る
方
は
相
談
日

の
２
日
前
ま
で
（
休
日
の
場
合
は

そ
の
前
日
ま
で
）
に
子
育
て
支
援

課
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
開
催
日
・
時
間
・
公
認
心
理
師

▼
場
所　
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
お
願
い

・
マ
ス
ク
の
着
用
を
お
願
い
い
た

　

し
ま
す
。

・
予
約
日
の
過
去
２
週
間
以
内
に

9月 3日㈭ 横山美香先生①13:10～14：10
②14:30～15：30

9月15日㈫ 久保木優紀先生① 9:10～10：10
②10:30～11：30

10月1日㈭ 横山美香先生①13:10～14：10
②14:30～15：30

開催日 時　間 公認心理師

月30日㈬

10月 2 日㈮

10月19日㈪

10月21日㈬

11月11日㈬

開催日 時　間 場　所テーマ（内容）
子どもの行動を理解しよう
（注目の力と子どもの行動について） 三春町役場

３階
会議室

（オンラインでも
　　開催します）

よい行動を増やすためのコツ
（ほめるタイミング・ほめる方法）
よい行動を増やすためのコツ
（ほめる機会を増やす）
よくない行動を減らすためのコツ
（待つ・止めるについて）
これまでのまとめ
（３つの対応のふり返り）

10：00～

12：00
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震
災
等
で
三
春
町
に
避
難
し
て
い

る
児
童
の
小
学
校
入
学
に
つ
い
て

　

次
の
①
か
ら
③
の
す
べ
て
に
該

当
す
る
場
合
は
、
手
続
き
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
就
学
時
健
康
診
断

が
10
月
か
ら
始
ま
り
ま
す
の
で
、

早
め
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

①
東
日
本
大
震
災
な
ど
に
よ
り
三

　

春
町
に
避
難
し
て
い
る
。

②
三
春
町
に
住
民
登
録
が
な
い
。

③
来
年
４
月
に
三
春
町
立
小
学
校

　

へ
の
入
学
を
希
望
し
て
い
る
。

▼
問

　

教
育
課　

学
校
教
育
グ
ル
ー
プ

　

☎
62
‐
６
３
１
０

情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
制
度

運
用
状
況

●
情
報
公
開
制
度
と
は
？

　
　

情
報
公
開
制
度
と
は
、
町
政
に

　

対
す
る
理
解
と
信
頼
を
深
め
る

　

た
め
、
三
春
町
が
保
有
す
る
行
政

　

情
報
に
つ
い
て
、
み
な
さ
ん
か
ら

　

の
請
求
を
受
け
て
、
公
文
書
の
閲

　

覧
や
写
し
を
交
付
す
る
制
度
で

　

す
。

●
個
人
情
報
保
護
制
度
と
は
？

　
　

個
人
情
報
保
護
制
度
と
は
、
個

　

人
情
報
を
適
正
に
取
扱
う
と
と

　

も
に
、
三
春
町
が
保
有
す
る
個

　

人
情
報
の
開
示
、
訂
正
等
を
請
求

　

す
る
権
利
を
保
障
す
る
制
度
で

　

す
。
ど
な
た
で
も
自
分
の
情
報
に

　

つ
い
て
請
求
で
き
ま
す
。

▼
問

　

総
務
課　

文
書
情
報
グ
ル
ー
プ

　

☎
62
‐
８
１
２
５

「
全
国
一
斉　

司
法
書
士
に
よ
る

手
続
支
援
の
た
め
の
養
育
費
相
談

会
」
開
催
の
お
知
ら
せ

　

福
島
県
司
法
書
士
会
及
び
福
島

県
青
年
司
法
書
士
協
議
会
は
養
育

費
に
関
す
る
電
話
相
談
会
を
開
催

し
ま
す
。
本
相
談
会
は
、
福
島
県

司
法
書
士
会
及
び
福
島
県
青
年
司

法
書
士
協
議
会
が
共
催
で
行
う
相

談
会
で
す
。
養
育
費
で
お
困
り
の

方
、
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時　
令
和
２
年
９
月
12
日
（
土
）

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

　
新
着
本
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
そ
の
他
の
新
着
本
の
リ
ス
ト
は
図
書

館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
図
書
館
で
配
布
し
て
い
る
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

今月のおすすめ本

『ほらふきカールおじさん』
斉藤洋／文　高畠純／絵

講談社

『日本文学全集
源氏物語　全3巻』

角田光代／訳　河出書房新社
　ほらふきのカールおじさんが、ロ
シアを旅したときのお話です。雪の
中、馬を杭につないで眠ったカール
おじさん。目が覚めると雪はすっか
り溶けていましたが、馬が見つかり
ません。その時、教会の塔のてっぺ
んから馬の鳴き声が聞こえてきて…
ほんとかなあ？ユーモラスなお話が
4つ収録された絵本です。

　日本を代表する古典『源氏物
語』を、人気作家の角田光代が訳
したものです。これまで多数の現
代語訳が出てきましたが、この角
田訳は軽やかで分かりやすい印
象を受けます。古典の知識が無く
ても、まるで現代の小説を読んで
いるように感じ、ストーリーに引
き込まれるようです。読書の秋
に、ぜひ挑戦してみてください。

湯
け
む
り
食
事
処
ヒ
ソ
ッ
プ
亭（
秋
川
滝
美
）／
囚
わ
れ
の
山（
伊
東
潤
）／
晴
れ
、

時
々
く
ら
げ
を
呼
ぶ
（
鯨
井
あ
め
）
／
黙
示
（
今
野
敏
）
／
ど
う
ぞ
愛
を
お
叫
び

く
だ
さ
い
（
武
田
綾
乃
）
／
水
を
縫
う
（
寺
地
は
る
な
）
／
た
か
が
殺
人
じ
ゃ
な

い
か　
昭
和
２
４
年
の
推
理
小
説
（
辻
真
先
）
／
ダ
ブ
ル・ト
ラ
イ
（
堂
場
瞬
一
）

／
チ
ー
ム
・
オ
ベ
リ
ベ
リ
（
乃
南
ア
サ
）
／
ヒ
カ
リ
（
花
村
萬
月
）
／
京
大
は
ん

と
甘
い
も
ん（
藤
井
清
美
）／
音
速
の
刃（
未
須
本
有
生
）／
き
た
き
た
捕
物
帖（
宮

部
み
ゆ
き
）
／
黄
色
い
夜
（
宮
内
悠
介
）
／
せ
き
れ
い
の
詩
（
村
木
嵐
）
／
ぜ
ん

ぶ
本
の
話
（
池
澤
夏
樹　
池
澤
春
菜
）
／
死
と
い
う
最
後
の
未
来
（
石
原
慎
太
郎

　
曽
野
綾
子
）
／
源
氏
物
語　
中
・
下
（
角
田
光
代
訳
）
／
三
体
Ⅱ　
黒
暗
森
林

　
上
・
下
（
劉
慈
欣　
大
森
望
・
立
原
透
耶
・
上
原
か
お
り
・
泊
功
訳
）
／
そ
の

日
の
予
定　
事
実
に
も
と
づ
く
物
語
（
エ
リ
ッ
ク・ヴ
ュ
イ
ヤ
ー
ル　
塚
原
史
訳
）

『日『日本文本文学全学全集集『ほらふきカールおじさん』
読
み
物
・
文
芸

▼
問

　

☎
０
１
２
０
‐
５
６
７
‐
３
０
１

　
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

　

相
談
無
料
。
秘
密
厳
守
。
予
約

　
不
要
。

田
村
市
役
所
で
登
記
事
項
証
明
書

等
の
発
行
が
受
け
ら
れ
ま
す

　

田
村
市
役
所
内
に
設
置
さ
れ
て

い
る
福
島
地
方
法
務
局
田
村
証
明

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

登
記
事
項
証
明
書
等
の
交
付
が
受

け
ら
れ
ま
す
の
で
、
是
非
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

◆
設
置
場
所

　

田
村
市
役
所
１
階
「
福
島
地
方

　

法
務
局
田
村
証
明
サ
ー
ビ
ス
セ

　

ン
タ
ー
」

◆
受
付
時
間

　

平
日　

午
前
９
時
〜
正
午
、

　

午
後
１
時
〜
午
後
４
時
30
分

◆
取
扱
業
務

　

◯
全
国
の
土
地
・
建
物
お
よ
び

　
　

会
社
・
法
人
の
登
記
事
項
証

　
　

明
書

　

◯
全
国
の
会
社
・
法
人
の
代
表

　
　

者
事
項
証
明
書

　

◯
会
社
・
法
人
の
印
鑑
証
明
書

　
　
（
印
鑑
証
明
書
の
請
求
に
は
、

　
　

印
鑑
カ
ー
ド
が
必
要
と
な
り

　
　

ま
す
。
ま
た
、
請
求
す
る
際

　
　

に
代
表
者
の
生
年
月
日
の
入

　
　

力
が
必
用
で
す
。）

　

※
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
さ
れ
て
い

　
　

る
不
動
産
お
よ
び
会
社
等
に

　
　

限
ら
れ
ま
す
。

暮
ら
し

※ 新着コーナーには、９月３日（木）に並びます。 ▼問　町民図書館　☎ 62-3375　FAX61-1026

▼公文書開示請求

▼自己情報開示請求

実施機関
町長
議会
教育委員会

６
１
２

５
０
０

１
１
２

０
０
０

０
０
０

０
０
０

開示請求 開示 不存在
結　　果

不開示 その他部分開示

実施機関
町長 2 2 0 ０ ０

開示請求 開示 不存在
結　　果

不開示部分開示
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暮
ら
し

　三春城は、永正元（1504）年に戦国大名の田村義顕 (たむらよしあき ) が築いたと伝えられ、義顕が入城した
時、城の上空を鶴が舞ったので「舞鶴城」とも呼ばれるようになったと言われています。急峻な岩山の上に築か
れた三春城は、容易には攻めがたい要害堅固な山城でした。
　田村氏が改易されると、会津に入った蒲生氏の支城として本丸に石垣が築かれました。寛永 4（1628）年、松
下長綱が三春藩主になると城の改修を行い、山頂部の本丸には城主の御殿のほかに、三階の櫓や二階建の表門
や裏門といった白い漆喰壁に黒い瓦を葺いた高所建築物が建てられ、江戸時代らしい城が整備されました。
　正保 2（1645）年に、秋田俊季（あきたとしすえ）が 5万 5千石で三春藩主となると、現在の三春小学校の
場所に御殿（居屋敷）を建設し、そこを日常の政務と暮らしの場とし、本丸御殿は儀式のときにだけ使うようにな
りました。
　写真は、『諸街道絵図』の三春の部分です。原本は宝暦
5（1755）年に成立し、複数の写しが存在することがわかっ
ていますが、ここには三春城の近くを鶴が舞っている様子
が描かれています。現在、常設展示室で展示中ですので、
ぜひご覧ください。

☎

三春の文化財　三春城

子
ど
も
・
親
子

　

※
要
約
書
お
よ
び
地
図
・
図
面

　
　

等
の
交
付
は
行
っ
て
お
り
ま

　
　

せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ

　
　

い
。

▼
問

　

福
島
地
方
法
務
局
郡
山
支
局

　

登
記
部
門

　

☎
０
２
４
‐
９
６
２
‐
４
５
０
５

自
然
災
害
被
災
者
債
務
整
理
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
に
つ
い
て

〜
東
北
財
務
局
福
島
財
務
事
務
所

か
ら
の
ご
案
内
〜

　

台
風
19
号
に
よ
り
被
害
を
受
け

ら
れ
た
方
が
「
自
然
災
害
被
災
者

債
務
整
理
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
利

用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
住
宅
ロ
ー

ン
な
ど
の
免
除･

減
額
を
申
し
出

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

※
債
務
の
免
除
等
に
は
、
一
定

　
　

の
要
件
を
満
た
す
こ
と
や
借

　
　

入
先
の
同
意
が
必
要
と
な
り

　
　

ま
す
。

　
　

詳
し
く
は
、
ロ
ー
ン
借
入
先

　
　

の
金
融
機
関
等
に
お
問
い
合

　
　

わ
せ
く
だ
さ
い
。

「
多
重
債
務
者
相
談
窓
口
」
の
ご

案
内

　

財
務
省
福
島
財
務
事
務
所
で

は
、
借
金
を
抱
え
、
お
悩
み
の
方
々

か
ら
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

借
金
問
題
は
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
で

解
決
で
き
ま
す
。
秘
密
厳
守
、
相

談
無
料
で
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

『諸街道絵図』（部分）

▼
受
付
時
間

　

平
日　

８
時
30
分
〜
12
時
、

　
　
　
　

13
時
〜
16
時
30
分

▼
相
談
窓
口

　

財
務
省
福
島
財
務
事
務
所

　

理
財
課

　

☎
０
２
４
‐
５
３
３
‐
０
０
６
４

　
（
多
重
債
務
者
相
談
窓
口
専
用
）

「
労
働
困
り
ご
と
相
談
会
」
開
催

　

賃
金
未
払
い
、
解
雇
、
退
職
な

ど
の
労
使
間
の
ト
ラ
ブ
ル
に
関
す

る
困
り
ご
と
や
疑
問
に
つ
い
て
の

相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

●
開
催
日
時

　

10
月
18
日
（
日
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

●
開
催
場
所

　

・
マ
イ
タ
ウ
ン
白
河

　
　
（
白
河
市
本
町
２
）

　

・
県
会
津
若
松
合
同
庁
舎

　
　
（
会
津
若
松
市
追
手
町
７
番

　
　

  

５
号
）

　

※
原
則
と
し
て
事
前
予
約
制
で

　
　

す
。（
10
月
16
日
（
金
）
17
時

　
　

ま
で
受
付
）

▼
問

　

福
島
県
労
働
委
員
会
事
務
局

　

福
島
市
中
町
８
‐
２

　

県
自
治
会
館
４
階

　

☎
０
２
４
‐
５
２
１
‐
７
５
９
４

令
和
２
年
秋
の
全
国
交
通
安
全

運
動
が
行
わ
れ
ま
す

　

９
月
21
日
（
月
）
〜
30
日
（
水
）

の
10
日
間
、
秋
の
全
国
交
通
安
全

運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

本
運
動
で
は
、「
夕
暮
れ
の　

一

番
星
は　

反
射
材
」
を
運
動
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
と
し
、「
子
ど
も
を
始
め

と
す
る
歩
行
者
の
安
全
と
自
転
車

の
安
全
利
用
の
確
保
」、「
高
齢
運

転
者
等
の
安
全
運
転
の
励
行
」「
夕

暮
れ
時
と
夜
間
の
交
通
事
故
防
止

と
飲
酒
運
転
等
の
危
険
運
転
の
防

止
」
の
３
点
を
運
動
の
重
点
と
し

て
取
り
組
み
ま
す
。

　

こ
の
運
動
を
通
じ
て
、
今
一
度
、

一
人
ひ
と
り
が
交
通
安
全
に
つ
い

て
考
え
、
三
春
町
か
ら
悲
惨
な
交

通
事
故
を
無
く
し
ま
し
ょ
う
。

▼
問

　

総
務
課　

自
治
防
災
グ
ル
ー
プ

　

☎
62
‐
１
１
１
４

う
つ
く
し
ま
・
み
ず
ウ
オ
ー
ク
２
０

２
０
三
春
大
会
開
催
中
止
に
つ
い
て

　

う
つ
く
し
ま
・
み
ず
ウ
オ
ー
ク

は
本
年
度
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
を
踏
ま
え
協
議

を
行
っ
た
結
果
、
開
催
を
見
送
る

こ
と
と
決
定
し
ま
し
た
。

▼
問

　

福
島
民
友
新
聞
社
事
業
局

　

☎
０
２
４
‐
５
２
３
‐
１
３
３
４

　

生
涯
学
習
課

　

社
会
体
育
グ
ル
ー
プ

　

☎
62
‐
３
８
３
７
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「
三
春
大
神
宮
祭
礼
」
の
中
止
に

つ
い
て

　

毎
年
10
月
に
行
わ
れ
て
い
ま
し

た
三
春
大
神
宮
祭
礼
に
つ
き
ま

し
て
、
今
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た

め
、
渡
御
・
還
御
は
中
止
と
な
り

ま
し
た
。

▼
問

　

産
業
課　

商
工
観
光
グ
ル
ー
プ

　

☎
62
‐
３
９
６
０

県
中
管
内
思
春
期
・
青
年
期
ひ
き

こ
も
り
家
族
教
室
の
開
催
に
つ
い
て

　

県
中
保
健
福
祉
事
務
所
で
は
、

「
社
会
的
ひ
き
こ
も
り
（
6
か
月

以
上
自
宅
に
ひ
き
こ
も
っ
て
い
て

学
校
や
仕
事
に
行
か
な
い
状
態
）」

の
方
を
抱
え
て
悩
ん
で
い
る
ご
家

族
を
対
象
に
家
族
教
室
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

内
容
：
「
ひ
き
こ
も
り
」
に
関
す

　
　
　

る
講
義
（
ご
本
人
へ
の
関

　
　
　

わ
り
方
、
対
応
方
法
等
を

　
　
　

学
び
ま
す
）

　
　
　

家
族
教
室
（
同
じ
悩
み
を

　
　
　

も
つ
家
族
同
士
の
交
流
を

　
　
　

図
り
ま
す
）

日
時
：
令
和
２
年
９
月
24
日
（
木
）、

　
　
　
　
　
　
　
11
月
26
日
（
木
）、

　
　
　

令
和
3
年
１
月
26
日
（
火
）、

　
　
　
　
　
　
　
３
月
11
日
（
木
）

時
間
：
13
時
30
分
〜
14
時
30
分

場
所
：
県
中
保
健
福
祉
事
務
所

　
　
　
（
須
賀
川
市
旭
町
１
５
３
‐
１
）

対
象
：
10
代
後
半
か
ら
30
代
の

　
　
　
「
ひ
き
こ
も
り
」
の
方
を

　
　
　

抱
え
て
い
る
ご
家
族

参
加
申
込
：
参
加
に
は
事
前
申
込

　
　
　
　
　

 

が
必
要
で
す

▼
問
・
申
込

　

県
中
保
健
福
祉
事
務
所

　

障
が
い
者
支
援
チ
ー
ム

　

☎
０
２
４
８
‐
７
５
‐
７
８
１
１

安
全
確
保
と
環
境
保
全
に
は
、

ク
ル
マ
の
点
検
整
備
が
必
要
で
す

　

９
月
、
10
月
は
自
動
車
点
検
整

備
推
進
運
動
の
重
点
実
施
期
間
で

す
。
自
動
車
の
不
具
合
に
よ
る
事

故
防
止
や
環
境
を
守
る
た
め
に
、

適
切
な
点
検
・
整
備
を
実
施
し
て

安
全
運
転
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
長
く
ご
使
用
の
ク
ル
マ
に

は
、
細
や
か
な
ケ
ア
が
必
要
で
す
。

定
期
点
検
を
実
施
し
て
ク
ル
マ
の
不

具
合
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う
。

▼
問

　

国
土
交
通
省
東
北
運
輸
局
福
島

　

運
輸
局

　

☎
０
２
４
‐
５
４
６
‐
０
３
４
２

　

福
島
県
自
動
車
適
正
使
用
推
進

　

協
議
会
事
務
局

　

☎
０
２
４
‐
５
４
６
‐
３
４
５
１

　

財
務
課　

管
理
契
約
グ
ル
ー
プ

　

☎
62
‐
２
１
３
２

住
宅
用
火
災
報
知
器
の
処
分
に

つ
い
て

　

一
般
的
な
火
災
報
知
器
は
電
池

を
取
り
外
し
、
不
燃
ご
み
と
し
て

集
積
所
に
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す

が
、「
イ
オ
ン
化
式
感
知
器
」
と

呼
ば
れ
る
火
災
報
知
器
は
放
射
性

物
質
が
含
ま
れ
る
た
め
町
で
は
処

理
で
き
ま
せ
ん
。

　
「
イ
オ
ン
化
式
感
知
器
」
と
は
、

感
知
器
の
裏
面
に
貼
付
さ
れ
て
い

る
銘
板
に
「
イ
オ
ン
化
式
」
や
「　

（
放
射
性
マ
ー
ク
）」
が
記
載
さ
れ

て
い
る
も
の
で
す
。

　
「
イ
オ
ン
化
式
感
知
器
」
を
処
分

す
る
場
合
は
、
製
造
会
社
へ
連
絡

し
て
い
た
だ
く
か
、
日
本
ア
イ
ソ

ト
ー
プ
協
会
（
０
４
４
‐
５
８
９

‐
５
０
０
２
）
へ
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。
不
適
切
に
処
理
し
た
場
合

は
放
射
線
障
害
防
止
法
に
よ
り
罰

せ
ら
れ
ま
す
の
で
、
必
ず
適
切
な

方
法
に
よ
り
処
分
を
お
願
い
し
ま

す
。

▼
問

　

住
民
課　

生
活
環
境
グ
ル
ー
プ

　

☎
62
‐
２
１
４
７

◆住宅用火災警報器の点検をしましょう
寝室などに設置が義務付けられている住宅用火災警報器は、定期的な点検が必要
です。 
警報器は、部品の劣化や汚れなどによって正常に機能しなくなる場合があります、
また内蔵電池の寿命は約 10年ですが、使用環境によっては電池寿命が短くなる
場合があります。 
お掃除の際などに点検ボタンを押して正常に作動するか確認しましょう。

◆けがや病気を未然に防ぎましょう
救急車で搬送されるけがの多くは、自宅などでの転倒です。身の周りの危険を家
族で確認し合い、けがの予防に努めましょう。 
また、正しい手洗いとうがいなどを習慣化することで、防げる病気もあります。 
一人ひとりの意識と行動で、より安全でより健康な生活を送りましょう。

▼問　郡山消防本部消防課　☎ 024－ 923－ 8173

郡山地方広域消防組合からのお知らせ

▼

住宅用火災警報器の点検方法 
　（郡山消防 YouTube チャンネル） 
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町
民
と
議
会
と
の
意
見
交
換
会
を

開
催
し
ま
す

　

三
春
町
議
会
で
は
、
広
聴
活
動

を
通
じ
て
、
住
民
の
福
祉
向
上
や

地
域
振
興
に
つ
な
げ
る
た
め
に
、

町
民
と
議
会
と
の
意
見
交
換
会
を

開
催
い
た
し
ま
す
の
で
、
希
望
す

る
団
体
を
募
集
し
ま
す
。

１　
開
催
期
間

　
　

９
月
９
日
（
水
）
〜

　
　

10
月
31
日
（
土
）

　
　

※
右
記
期
間
以
外
で
も
開
催

　
　
　

可
能
で
す
。

２　
対
象

　
　
　

５
名
以
上
の
参
加
が
見
込

　
　

ま
れ
る
町
内
の
団
体
・
町
民

　
　

グ
ル
ー
プ
（
町
内
行
政
区
・

　
　

隣
組
、
産
業･

経
済
団
体
、

　
　

社
会
福
祉
団
体
、
文
化
・
ス

　
　

ポ
ー
ツ
団
体
な
ど
）

３　
テ
ー
マ

　
　
　
「
三
春
町
の
こ
れ
か
ら
の

　
　

あ
り
方
に
つ
い
て
」
を
メ
イ

　
　

ン
テ
ー
マ
と
し
、
次
の
５
つ

　
　

の
サ
ブ
テ
ー
マ
か
ら
１
つ
お

　
　

選
び
く
だ
さ
い
。

　

① 

人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て

　

② 

高
齢
化
対
策
に
つ
い
て

　

③ 

地
域
活
性
化
対
策
に
つ
い
て

　

④ 

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

　

⑤ 

公
共
施
設
の
整
備
に
つ
い
て

　
　

ま
た
、
申
込
団
体
の
皆
さ
ん

　

が
、
別
途
テ
ー
マ
を
自
由
に
決

　

め
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。暮

ら
し

４　
申
込
期
間
及
び
申
込
方
法

　
（
１
）
申
込
期
間

　
　
　

  

９
月
30
日
（
水
）
ま
で

　
　

  

※
開
催
希
望
日
の
３
週
間
前

　
　
　

 

を
申
込
期
限
と
し
ま
す
。

　
（
２
）
申
込
方
法

　
　
　

 

「
令
和
２
年
度
町
民
と
議

　
　
　

 

会
と
の
意
見
交
換
会
開
催

　
　
　

 

申
込
書
」
に
、
必
要
事
項

　
　
　

 

を
記
入
の
う
え
、
議
会
事

　
　
　

 

務
局
に
提
出
し
て
く
だ
さ

　
　
　

 

い
。
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル
で

　
　
　

 

の
申
込
み
も
可
能
で
す
。

　
　

 
※
申
込
書
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

　
　
　

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

　
　
　

す
る
か
、
ま
た
、
議
会
事

　
　
　

務
局
に
準
備
し
て
あ
り
ま

　
　
　

す
の
で
、
ご
連
絡
い
た
だ

　
　
　

け
れ
ば
郵
送
ま
た
は
Ｆ
Ａ

　
　
　

Ｘ
で
お
送
り
し
ま
す
。

▼
申
込
・
問

　

議
会
事
務
局

　

☎
62
‐
８
１
２
４

　

℻
61
‐
２
３
１
０

　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　

g
ik

a
i@

to
w
n
.m

ih
a
ru

.

　

fukushim
a.jp

水
道
検
針
に
ご
協
力
下
さ
い

　

水
道
料
金
を
算
出
す
る
た
め
の
検

針
は
、
１
・
３
・
５
・
７
・
９
・
11
月
の

年
６
回
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
９
月
の
検
針
と
し
て
、
委

託
し
た
検
針
員
が
訪
問
し
ま
す
の

で
、
能
率
的
に
検
針
で
き
る
よ
う
、

次
の
点
に
つ
い
て
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

◎
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
物

　
　

を
置
か
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ

　
　

さ
い
。

　

◎
犬
は
出
入
口
や
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ

　
　

ク
ス
か
ら
離
し
て
つ
な
い
で
お

　
　

い
て
く
だ
さ
い
。

水
道
料
金
の
お
支
払
い

　

◎
水
道
料
金
は
、
基
本
料
金
と
水

　
　

量
料
金
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。

　

◎
基
本
料
金
は
、
使
用
水
量
に
か

　
　

か
わ
ら
ず
い
た
だ
く
料
金
で
、

　
　

水
量
料
金
は
使
用
水
量
に
応
じ

　
　

て
い
た
だ
く
料
金
で
す
。

　

◎
納
期
限
は
、
現
金
払
い
は
奇
数

　
　

月
の
月
末
、
口
座
振
替
の
場
合

　
　

は
、
奇
数
月
の
25
日
で
す
。

便
利
な
口
座
振
替
制
度

　

◎
金
融
機
関
で
口
座
振
替
の
申
し

　
　

込
み
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す

　
　

と
、
ご
指
定
の
預
金
口
座
か
ら

　
　

自
動
的
に
水
道
料
金
を
支
払
う

　
　

制
度
で
す
。

　

◎
各
取
扱
金
融
機
関
へ
、
金
融
機

　
　

関
届
出
印
鑑
と
通
帳
を
持
参
し

　
　

て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
取
扱
金
融
機
関
】

　

福
島
さ
く
ら
農
協
・
東
邦
銀
行
・

　

大
東
銀
行
・
福
島
銀
行
・
郡
山
信

　

用
金
庫
・
東
北
労
働
金
庫
各
本
支

　

店
、
郵
便
局

▼
問

　

三
春
町
企
業
局

　

水
道
・
宅
造
グ
ル
ー
プ

　

☎
62
‐
２
５
０
０

収
入
保
険
に
つ
い
て

　

全
て
の
農
産
物
を
対
象
に
、
自

然
災
害
に
よ
る
収
量
減
少
や
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
伴

う
需
要
減
少
に
よ
り
価
格
低
下
な

ど
を
含
め
た
収
入
を
補
て
ん
し
、

農
業
経
営
全
体
を
守
る
新
し
い
保

険
で
す
。

　

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
検
討
く
だ

さ
い
！

▼
問

　

福
島
県
農
業
共
済
組
合

　

郡
山
田
村
支
所　

田
村
出
張
所

　

☎
82
‐
０
２
４
９

三
春
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
の

総
合
見
直
し
に
伴
い
、
農
振
除
外

等
の
申
請
受
付
を
一
定
期
間
停
止

し
ま
す

〜
農
地
に
住
宅
等
の
建
設
を
予
定

さ
れ
て
い
る
方
は
お
早
め
に
申
請

く
だ
さ
い
〜

　

町
で
は
、
令
和
２
年
度
か
ら
令

和
４
年
度
に
か
け
て
農
業
振
興
地

域
整
備
計
画
の
総
合
見
直
し
を
実

施
し
ま
す
。
こ
の
計
画
は
、「
農

業
振
興
地
域
の
整
備
に
関
す
る
法

律
」
に
基
づ
き
、
市
町
村
が
定
め

て
い
る
総
合
的
な
農
業
振
興
の
計

画
で
、
優
良
農
地
の
確
保
を
図
る

た
め
、「
農
用
地
区
域
」
な
ど
の

農
業
上
の
用
途
区
分
を
指
定
し
て

い
ま
す
。

　

現
在
「
農
用
地
区
域
」
に
指
定

さ
れ
て
い
る
農
地
に
住
宅
や
農
業

用
施
設
を
建
て
る
場
合
に
は
、
用

途
の
変
更
や
農
用
地
区
域
か
ら
の

除
外
（
農
振
除
外
）
の
申
請
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
申
請
の
受
付
は
年
２
回

（
９
月
、３
月
）
行
っ
て
い
ま
す
が
、

今
回
の
総
合
見
直
し
に
伴
い
、
次

の
と
お
り
、
受
付
を
一
時
休
止
し

ま
す
の
で
、
農
地
に
住
宅
等
の
建

設
を
予
定
さ
れ
て
い
る
方
は
、
お

早
め
に
申
請
願
い
ま
す
。

　
１　
変
更
申
請
受
付
期
間

　
　
　

令
和
３
年
３
月
末
日
ま
で

　
２　
変
更
申
請
休
止
期
間

　
　
　

令
和
３
年
４
月
か
ら
計
画

　
　
　

見
直
し
完
了
ま
で

　
　
　
（
令
和
４
年
８
月
見
込
み
）

▼
問

　

産
業
課　

農
林
グ
ル
ー
プ

　

☎
62
‐
２
１
１
２
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き
る
人
が
連
れ
て
き
て
く
だ

　
　

さ
い
。

　

・
な
お
、
今
回
の
集
合
注
射
で

　
　

予
防
注
射
を
受
け
な
か
っ
た

　
　

場
合
は
、
動
物
病
院
で
必
ず

　
　

受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

犬
の
登
録
及
び
注
射
済
票
の
交

付
は
、
役
場
住
民
課
窓
口
の
ほ
か

「
さ
く
ら
動
物
病
院
」
で
も
行
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

▼
問

　

住
民
課　

生
活
環
境
グ
ル
ー
プ

　

☎
62
‐
２
１
４
７

９
月
20
日（
日
）か
ら
26
日（
土
）

は
動
物
愛
護
週
間
で
す

〜
動
物
は
、
愛
情
と
責
任
を
持
っ

て
飼
い
ま
し
ょ
う
〜

飼
い
犬
等
の
フ
ン
は
飼
い
主
が

責
任
を
も
っ
て

　

飼
い
犬
等
の
フ
ン
の
後
始
末
が

さ
れ
ず
放
置
さ
れ
て
い
る
と
し
て
、

苦
情
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

フ
ン
を
放
置
す
る
こ
と
は
、
衛
生

上
問
題
が
あ
る
だ
け
で
な
く
、
ま

わ
り
の
み
な
さ
ん
が
た
い
へ
ん
不

快
な
思
い
を
し
ま
す
。
飼
い
主
が

責
任
を
も
っ
て
フ
ン
を
持
ち
帰
っ

て
く
だ
さ
い
。

犬
の
放
し
飼
い
は
や
め
て
く
だ

さ
い

　

フ
ン
の
放
置
の
ほ
か
に
、
飼
い

狂
犬
病
予
防
注
射
（
集
合
注
射
） 

の
お
知
ら
せ

　

８
月
広
報
で
も
お
知
ら
せ
し
て

い
た
と
お
り
、
狂
犬
病
予
防
注
射

（
集
合
注
射
）
を
９
月
の
１
週
目
・

２
週
目
に
実
施
し
ま
す
。
ど
の
会

場
で
も
自
由
に
予
防
注
射
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
狂
犬
病
を

予
防
す
る
た
め
、
予
防
注
射
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
お
よ
び
実
施
時

間
・
料
金
に
つ
い
て
は
、
８
月
広

報
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
注
意
事
項

　

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

　
　

症
拡
大
防
止
の
た
め
、
来
場

　
　

す
る
際
に
は
マ
ス
ク
の
着
用

　
　

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

・
ふ
ん
の
後
始
末
が
で
き
る
よ

　
　

う
、
シ
ャ
ベ
ル
、
袋
等
を
用

　
　

意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

・
下
記
に
該
当
す
る
場
合
、
注

　
　

射
が
打
て
ま
せ
ん
。

　
　
（
１
）
重
い
病
気
に
か
か
っ

　
　
　
　

  

て
い
る
こ
と
が
明
ら

　
　
　
　

  

か
な
も
の
。

　
　
（
２
）
過
去
に
予
防
接
種
等

　
　
　
　

  

に
よ
り
異
常
を
お
こ

　
　
　
　

  

し
た
も
の
。

　
　
（
３
）
犬
を
お
さ
え
ら
れ
な

　
　
　
　

  

い
時
。

◆
そ
の
他

　

・
犬
の
健
康
状
態
に
不
安
の
あ

　
　

る
場
合
は
、
先
生
に
相
談
し

　
　

て
く
だ
さ
い
。

　

・
会
場
に
は
必
ず
犬
を
制
御
で

図
書
館
の
古
本
を
差
し
上
げ
ま
す

　

図
書
館
で
利
用
し
て
い
た
図
書

の
う
ち
古
く
な
っ
た
も
の
に
つ
い

て
、
希
望
者
に
無
料
で
差
し
上
げ

ま
す
。
対
象
本
は
、
書
庫
に
保
管

し
て
い
た
一
般
書
（
歴
史
や
自
然

科
学
、
芸
術
、
文
庫
本
）、
小
学

生
対
象
の
児
童
よ
み
も
の
な
ど
で

す
。

　

な
お
、
廃
棄
予
定
資
料
の
リ
ス

ト
を
図
書
館
内
で
公
表
し
て
い
ま

す
。

▼
期
間

　

９
月
15
日
（
火
）
〜
27
日
（
日
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
６
時

　

※
休
館
日
（
14
・
21
・
22
日
）

　
　

を
除
く
。

▼
場
所

　
町
民
図
書
館　

カ
ウ
ン
タ
ー
前

▼
冊
数
制
限
な
し

▼
問

　

生
涯
学
習
課　

町
民
図
書
館

　

☎
62
‐
３
３
７
５

ごみの出し方についてのお願い
スプレー缶は「有害ごみ」です

　最近、燃えないごみの袋にスプレー缶等の有害ごみが混入している物が多く見受けられます。「スプレー缶」、
「カセットガスボンベ」、「使い捨てライター」等は「有害ごみ」として出してください。
　ごみ袋に混入していると、中に残っているガスが他の物に引火し、ごみ収集車が火災になる恐れがあり、大
変危険です。ガスを使い切って、黒のコンテナに出してください。
　皆さんの分別のご協力をよろしくお願いいたします。

有害ごみ（月1回収集）
※有害ごみは、「黒のコンテナ」に入れましょう !!

▼問　住民課　生活環境グループ　☎ 62-2147 

使い捨てライター

スプレー缶

カセットガスボンベ
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９
月
１
日（
火
）〜
10
日（
木
）
は

「
屋
外
広
告
物
適
正
化
旬
間
」で
す

　

三
春
町
で
は
、
ま
ち
の
美
観
や

自
然
環
境
を
守
る
た
め
、「
は
り

紙
、
は
り
札
、
立
看
板
、
広
告
板
、

広
告
塔
」
な
ど
の
屋
外
広
告
物
の

設
置
に
関
し
て
、
福
島
県
屋
外
広

告
物
条
例
に
基
づ
い
て
屋
外
広
告

物
を
表
示
で
き
る
場
所
や
、
大
き

さ
な
ど
を
定
め
て
い
ま
す
。 

　

屋
外
広
告
物
の
設
置
に
は
許
可

が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
事
前

に
町
へ
相
談
し
、
規
制
の
内
容
に

つ
い
て
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。 

　

ま
た
、
県
内
で
屋
外
広
告
業
を

営
む
た
め
に
は
、
事
前
に
知
事

の
登
録
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

屋
外
広
告
物
の
表
示
の
ル
ー
ル

を
守
り
、
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
ま
し
ょ
う
。

▼
問

　

建
設
課　

都
市
グ
ル
ー
プ

　

☎
62
‐
２
１
１
３

福
島
県
地
方
法
務
局
と
福
島
県
土
地

家
屋
調
査
士
会
で
は
、
連
携
し
て

境
界
問
題
の
解
決
を
支
援
し
ま
す

◆
筆
界
特
定
制
度
（
筆
界
を
明
確

　

に
し
ま
す
）

　

・
法
務
局
の
職
員
が
専
門
家
の

　
　

意
見
を
踏
ま
え
て
、
申
請
者

　
　

等
の
意
見
に
拘
束
さ
れ
ず
、

　
　

真
実
の
筆
界
を
特
定
し
ま
す
。

　
　

※
明
渡
し
な
ど
、
所
有
権
に

犬
が
放
し
飼
い
に
さ
れ
て
い
て
怖

い
と
の
苦
情
も
多
く
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。
県
の
条
例
に
よ
り
飼
い

犬
の
け
い
留
（
鎖
等
で
つ
な
ぐ
、

お
り
に
入
れ
る
）
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
た
と
え
お
と
な
し

い
犬
で
も
、
放
し
飼
い
に
よ
り
、

人
や
ほ
か
の
犬
に
か
み
つ
く
危
険

性
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
ま
わ
り
に
は
犬
が
苦
手

な
人
も
い
ま
す
。
放
し
飼
い
は
絶

対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

野
良
犬
、
野
良
猫
に
安
易
に
エ
サ
を

与
え
な
い
で

　

野
良
犬
や
野
良
猫
に
安
易
に
エ

サ
を
あ
げ
る
と
、
そ
こ
に
住
み
つ

き
、
畑
を
荒
ら
し
た
り
、
人
に
危

害
を
加
え
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
犬
や
猫
の
フ
ン
な
ど
に

よ
る
衛
生
上
の
問
題
も
あ
り
ま
す
。

　

実
際
に
、「
野
良
犬
、
野
良
猫
が

庭
先
に
フ
ン
を
し
て
困
っ
て
い
る
」

「
畑
を
荒
ら
さ
れ
て
困
っ
て
い
る
」

な
ど
、
苦
情
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

自
分
が
責
任
を
も
っ
て
飼
う
こ

と
が
で
き
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
野

良
犬
や
野
良
猫
に
エ
サ
を
あ
げ
る

の
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

▼
問

　

住
民
課　

生
活
環
境
グ
ル
ー
プ

　

☎
62
‐
２
１
４
７

年　

金

年　
金

募　

集

　
　
　

関
す
る
問
題
を
直
接
解
決

　
　
　

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

◆
土
地
家
屋
調
査
士
会
Ａ
Ｄ
Ｒ
制

　

度
（
境
界
問
題
全
般
を
解
決
し

　

ま
す
）

　

・
土
地
家
屋
調
査
士
お
よ
び
弁

　
　

護
士
が
相
談
・
調
停
を
行
い
、

　
　

柔
軟
に
問
題
解
決
の
お
手
伝

　
　

い
を
し
ま
す
。

▼
問

　

筆
界
特
定
制
度
：
福
島
地
方

　

法
務
局
不
動
産
登
記
部
門

　

☎
０
２
４
‐
５
３
４
‐
２
０
４
８

　

土
地
家
屋
調
査
士
会
Ａ
Ｄ
Ｒ

　

制
度
：
境
界
紛
争
解
決
支
援

　

セ
ン
タ
ー
ふ
く
し
ま

　

☎
０
２
４
‐
５
３
５
‐
３
９
３
７

産
前
産
後
期
間
の
国
民
年
金
保
険

料
が
免
除
と
な
り
ま
す

　

昨
年
４
月
か
ら
、
出

産
前
後
期
間
の
国
民
年

金
保
険
料
が
免
除
さ
れ
る
制
度
が

始
ま
り
ま
し
た
。

　

出
産
予
定
日
ま
た
は
出
産
日
が

属
す
る
月
の
前
月
か
ら
４
か
月
間

の
国
民
年
金
保
険
料
が
免
除
さ
れ

ま
す
。

　

な
お
、
多
胎
妊
娠
の
場
合
は
、

出
産
予
定
日
ま
た
は
出
産
日
が
属

す
る
月
の
３
か
月
前
か
ら
６
か
月

間
の
国
民
年
金
保
険
料
が
免
除
さ

れ
ま
す
。

募　
集

　

届
出
は
、
出
産
予
定
日
の
６
か

月
前
か
ら
で
き
ま
す
の
で
、
お
早

目
の
お
届
け
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

届
出
の
用
紙
は
、
日
本
年
金
機

構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
印
刷
を

す
る
か
、
住
民
課
の
窓
口
ま
た
は

年
金
事
務
所
に
備
え
付
け
て
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
出
産
と
は
、
妊
娠
85
日
（
４
カ

　

月
）
以
上
の
出
産
を
い
い
ま
す
。

　
（
死
産
、
流
産
、
早
産
さ
れ
た

　

方
を
含
み
ま
す
。）

　
▼
問

　

住
民
課　

住
民
グ
ル
ー
プ

　

☎
62
‐
８
１
２
６

　

郡
山
年
金
事
務
所

　

☎
０
２
４
‐
９
３
２
‐
３
４
３
４

令
和
３
年
度　
「
児
童
福
祉
週
間
」

標
語
の
募
集
に
つ
い
て

　

毎
年
５
月
５
日
の
「
こ

ど
も
の
日
」
か
ら
１
週

間
を
「
児
童
福
祉
週
間
（
５
月
５

日
〜
５
月
11
日
）」
と
定
め
て
、

児
童
福
祉
の
理
念
の
普
及
・
啓
発

の
た
め
の
各
種
行
事
を
行
っ
て
い

ま
す
が
、
令
和
３
年
度
の
児
童
福

祉
週
間
に
向
け
て
、
そ
の
象
徴
と

な
る
標
語
を
募
集
し
ま
す
。
詳
細

に
つ
い
て
は
、(

公
財)

児
童
育

成
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
御
参

照
い
た
だ
く
か
、
下
記
お
問
い
合

わ
せ
先
ま
で
御
照
会
く
だ
さ
い
。

■
募
集
期
間　

　

令
和
２
年
９
月
１
日
（
火
） 

〜

　
　
　
　
　

10
月
20
日
（
火
）

　

※
郵
送
の
場
合
は
、
当
日
消
印

　
　

有
効
。

■
募
集
内
容

　

子
ど
も
た
ち
を
応
援
す
る
標
語

　

や
、
未
来
に
向
け
て
の
子
ど
も

　

た
ち
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
な

　

る
標
語
。

■
主
催
者

　

厚
生
労
働
省

　
（
社
福
）
全
国
社
会
福
祉
協
議
会

　
（
公
財
）
児
童
育
成
協
会

▼
問

　

公
財
財
団
法
人　

児
童
育
成
協
会

　
「
標
語
募
集
」
係

　

☎
03
‐
５
３
５
７
‐
１
１
７
４

　

℻
03
‐
５
３
５
７
‐
１
８
０
９

三
春
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

広
告
主
募
集
中
！

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
い

た
だ
く
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼ 

広
告
掲
載
料

 　
１
か
月
に
つ
き
１
万
円

※ 

連
続
12
回　

20
万
円

▼ 

申
込
・
問

 　

総
務
課 

文
書
情
報
グ
ル
ー
プ

 　
　
　

☎
62
‐
８
１
２
５

　

 

Ｆ
Ａ
Ｘ
61
‐
１
１
１
０
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広報みはる
令和２年 9月号

広　
告　
欄

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
三
春
町
国
際
交
流
協
会

「
英
会
話
教
室
（
初
心
者
対
象
）」

１　
内
容

　
　

英
語
に
よ
る
簡
単
な
あ
い
さ

　
　

つ
・
自
己
紹
介
・
日
常
会
話

２　
募
集
人
員

　
　

10
名
程
度

３　
教
室
開
催
日

　
　

原
則　

第
１
・
３
土
曜
日

　
　
（
月
２
回
程
度
）

　
　

15
時
〜
16
時
30
分

　
　

※
毎
回
参
加
で
き
な
く
て
も

　
　
　

Ｏ
Ｋ
。
人
員
に
余
裕
が
あ

　
　
　

れ
ば
、
随
時
受
け
付
け
。

４　
場
所

　
　

三
春
町
国
際
交
流
館

　
　
「
ラ
イ
ス
レ
イ
ク
の
家
」

５　
講
師

　
　

三
春
町
教
育
委
員
会
英
語
指

　
　

導
助
手　

ジ
ミ
ー
・
ジ
ャ
ン
・

　
　

リ
ー
先
生

６　
参
加
費

　
　

各
回
５
０
０
円

　
　
（
三
春
町
国
際
交
流
協
会
会
員
）

　
　

各
回
８
０
０
円

　
　
（
三
春
町
国
際
交
流
協
会
会
員

　
　

  

以
外
）

　
　

※
入
館
料
、
飲
み
物
代
含
む
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

　

の
拡
大
状
況
に
よ
り
、
中
止
、

　

変
更
が
生
じ
る
場
合
も
あ
り
ま

　

す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▼
問
・
申
込

　
（
電
話
ま
た
は
直
接
ご
来
館
く

　

  

だ
さ
い
）

　

三
春
町
国
際
交
流
館

　
「
ラ
イ
ス
レ
イ
ク
の
家
」

　

開
館
時
間　

10
時
〜
17
時

　

月
曜
休
館

　

三
春
町
字
南
町
84

　

☎
62
‐
５
８
０
０

　

※
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

やりがい、生きがい、つながりづくり
　シルバー人材センターでは会員を募集しています。

入会に関する説明会を次の日程で開催しますので、お気軽にお越しください。

　なお、入会は随時受け付けております。

▼日時　９月 16日（水）　午前 10時から（１時間程度）
▼場所　シルバー人材センター
▼入会資格
　三春町に在住で 60歳以上の健康で働く意欲のある方ならどなたでも加入いただけます。

▼シルバー人材センターで扱う仕事（例）
　施設の清掃管理、除草、墓地清掃、障子・網戸の張替え、手工芸品（竹細工、木工品、手芸品）

　の制作販売　など

▼問　三春町シルバー人材センター（三春町字南町21-1）　☎６２－７３０８

シルバー人材センターから入会説明会開催のお知らせ

。

広告欄
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広報みはる
令和２年 9月号

広　
告　
欄

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を

開
催
し
ま
せ
ん
か
？

　

三
春
町
で
は
認
知
症
高
齢
者
等

に
や
さ
し
い
地
域
づ
く
り
を
推
進

す
る
た
め
に
、
認
知
症
に
対
す
る

正
し
い
知
識
と
理
解
を
持
ち
、
地

域
の
認
知
症
の
方
や
そ
の
家
族
に

対
し
て
、
で
き
る
範
囲
で
手
助
け

を
す
る
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」

を
養
成
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
約
１
３
０
０
名
の

方
が
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」
と

し
て
地
域
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

【
対
象
者
】
※
年
齢
不
問

　
（
１
）
町
内
在
住
、町
内
に
通
勤
・

　
　
　

通
学
さ
れ
て
い
て
い
る
方

　
（
２
）
町
内
の
自
治
会
、
企
業
、

　
　
　

各
種
団
体
等

【
講
座
内
容
】

　
（
１
）
認
知
症
の
理
解
に
つ
い
て

　
（
２
）
認
知
症
の
方
へ
の
接
し

　
　
　

方
に
つ
い
て

　
（
３
）
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は

健　
康

【
時
間
】　
90
分
程
度

【
そ
の
他
】

　
（
１
）
講
師
の
派
遣
料
、
教
材

　
　
　

等
は
無
料
と
な
り
、
講

　
　
　

師
の
派
遣
は
町
事
務
局

　
　
　

で
調
整
し
ま
す
。

　
（
２
）
受
講
さ
れ
た
方
全
員
に
、

　
　
　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の

　
　
　

証
「
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
」

　
　
　

を
贈
呈
し
ま
す
。

▼
問
・
申
込

　

保
健
福
祉
課

　

介
護
保
険
グ
ル
ー
プ

　

☎
62
‐
３
１
６
６

　
（
三
春
町
字
南
町
１
番
地

　
　
三
春
町
福
祉
会
館
内
）

う
つ
病
の
方
を
さ
さ
え
る
家
族
の

た
め
の
教
室

　

病
気
の
こ
と
や
ご
本
人
へ
の
接

し
方
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、
う

つ
病
の
方
を
支
え
る
ご
家
族
自
身

が
元
気
を
取
り
戻
し
て
い
た
だ
く

こ
と
を
目
指
し
て
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時

　

９
月
４
日（
金
）、10
月
27
日（
火
）、

　

12
月
15
日（
火
）

　

い
ず
れ
も
14
時
〜
15
時

▼
場
所　
県
中
保
健
福
祉
事
務
所

▼
対
象

　

ご
家
族
、
支
援
者
、
そ
の
他
関

　

心
の
あ
る
方

　

※
参
加
費
無
料
・
要
事
前
申
込

▼
問
・
申
込

　

県
中
保
健
保
健
福
祉
事
務
所

　

障
が
い
者
支
援
チ
ー
ム

　

☎
０
２
４
８
‐
75
‐
７
８
１
１

健
康
づ
く
り
応
援
フ
ェ
ア
を
開
催

し
ま
す
（
９
月
23
日
〜
30
日
）

　

９
月
に
保
健
セ
ン
タ
ー
で
健
康

づ
く
り
応
援
フ
ェ
ア
を
開
催
し
ま

す
。
期
間
中
は
骨
密
度
や
血
管
年

齢
な
ど
が
測
れ
る
健
康
チ
ェ
ッ
ク

コ
ー
ナ
ー
や
様
々
な
講
演
会
な

ど
、
特
別
企
画
が
目
白
押
し
で
す
。

詳
し
く
は
、
配
布
し
た
チ
ラ
シ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
教
室
に
参
加
希
望
の
方

は
事
前
に
電
話
で
お
申
込
み
く
だ

さ
い
。

　

感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
開
催

を
中
止
す
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す

の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

※
高
齢
者
社
会
参
加
ポ
イ
ン
ト

　

カ
ー
ド
、
三
春
町
健
康
づ
く
り

　

ポ
イ
ン
ト
事
業
の
対
象
で
す
。

▼
問

　

保
険
福
祉
課

　

地
域
ケ
ア
推
進
グ
ル
ー
プ

　

☎
62
‐
５
１
１
０

　

℻
62
‐
０
２
０
２

健　

康

募　

集

広告欄
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令和２年 9月号

広報みはる
令和２年 9月号

　講座に参加して、感染症に負けない健康な体づくりをしませんか。

　講座では医師や保健師、管理栄養士等専門職からお話を聞くことができます。

　また講座終了後は、食生活改善推進員として活動したり、健康づくりについて学んだり、

町で行っているさまざまな健康づくり活動に参加できます。

　自分自身の健康や家族の方の健康を考えるきっかけが欲しい方、地区で活躍したいけど

何をしたらよいか分からない方など、あなたの学ぶ意欲を応援します！！

　　募集人員 　10名
　　申込み期日　９月 23日（水）
★講座の内容

※新型コロナウイルス感染症の状況等により、日程および内容が変わる場合がありますのでご了承ください。

▼問・申込　保健福祉課　地域ケア推進グループ　☎６２－５１１０

広　
告　
欄

令和２年度ヘルスメイト養成講座参加者募集のお知らせ

日　　程
９月２８日（月） ① 食生活改善推進員とは？

② 正しい知識を持って安心な
　 食生活を過ごそう！

○市町村・県・全国食生活改善推進員連絡協議会の
　概要
○三春町食生活改善推進員会及びヘルスメイトの会
　の活動
○食品衛生と食中毒予防
○正しい手洗い法

○調理実習

○三春町の国保医療について
○三春町の介護の現状

○三春町町民の健康の現状及び健康づくりの課題
○年代別食育
　・乳幼児期、学童期、思春期、青年期、壮年期、
　　高齢期の食事
○食事バランスガイドの活用
○特定健診
○生活習慣病予防について

○健康づくりの取り組み方③ 健康づくりの基礎基本を
　 学ぼう！

⑧ 町の事業を知ろう！ ○にこにこ元気塾見学

④ 三春町民の健康状態を知ろう！
⑤ 乳幼児期から高齢期までの
　 食事を学ぼう！

⑥ バランスのとれた食生活を
　 おくろう！
⑦ 三春町の国保や介護について
　 学ぼう！

９月２９日（火）

9月30日（水）

１０月６日（火）

１０月７日（水）

項　　目 講　習　内　容

広告欄
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広報みはる
令和２年 9月号

▼
問

　

保
健
福
祉
課

　

地
域
ケ
ア
推
進
グ
ル
ー
プ

　

☎
62
‐
５
１
１
０

三
春
キ
ッ
ズ
ス
タ
ー
ズ
を
紹
介

し
ま
す

　

三
春
キ
ッ
ズ
ス
タ
ー
ズ
は
、
軟

式
野
球
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
で

す
。

　

楽
し
く
活
動
し
て
い
る
の
で
、

ぜ
ひ
見
学
に
来
て
く
だ
さ
い
！

活
動
日
：
毎
週
日
曜
日

活
動
時
間
：
午
前
９
時
か
ら

　
　
　
　
　

正
午
ま
で

活
動
場
所
：
旧
桜
中
学
校

対
象
：
三
春
町
内
の
小
学
１
年
生

　
　
　

か
ら
６
年
生
ま
で

　

出
荷
制
限
の
状
況
に
つ
き
ま
し

　

て
は
福
島
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

な
ど
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

　

ま
す
。

▼
問

　

産
業
課　

農
林
グ
ル
ー
プ

　

☎
62
‐
２
１
１
２

　

県
中
農
林
事
務
所
林
業
課

　

☎
０
２
４
‐
９
３
５
‐
１
３
６
７

食
事
を
お
い
し
く
、
バ
ラ
ン
ス

よ
く
！

　

９
月
は
食
生
活
改
善
普
及
月
間

で
す
。

　

今
般
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
拡
大
に
伴
う
外
出
自
粛
等

に
よ
り
、
家
庭
で
食
事
を
と
る
機

会
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
こ
の
機

会
に
食
生
活
を
見
直
し
て
み
ま
せ

ん
か
？

　

主
食
・
主
菜
・
副
菜
は
、
健
康

な
食
事
の
第
１
歩
で
す
。
多
様
な

食
品
か
ら
主
食
・
主
菜
・
副
菜
を

組
み
合
わ
せ
て
、
体
に
必
要
な
栄

養
素
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
と
り
ま

し
ょ
う
。
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み
ん
な
の
掲
示
板

【
ふ
る
さ
と
三
春
町
応
援
寄
附
金
】

　

①
東
京
都
小
金
井
市
在
住
の
方

　
②
中
山　

浩
一

　
　
（
福
島
県
郡
山
市
）

【
一
般
寄
附
】

　

①
明
治
安
田
生
命 

郡
山
支
社

　
　

支
社
長　

大
杉　

直

【
三
春
町
史
全
11
巻
寄
贈
】

　

①
三
春
舞
鶴
会

　
　

会
長　

織
方　

郁
映

【
社
会
福
祉
協
議
会
へ
】

▼
寄
附

▽
物
品

　

生
活
協
同
組
合
パ
ル
シ
ス
テ
ム

　

福
島

　

増
子　

忠
一
（
山
田
）

▼
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

三
春
町
赤
十
字
奉
仕
団

　

田
村
高
校
Ｊ
Ｒ
Ｃ
イ
ン
タ
ー

　

ア
ク
ト
部

　

大
越　

瑛
子（
弓
町
）

　

國
分　

シ
ヅ
子
（
新
町
）

　

齋
藤　

キ
ミ
子
（
南
町
）

　

佐
久
間　

善
子
（
大
町
）

　

吉
田　

勝
子
（
御
免
町
）

健　

康

み
ん
な
の
掲
示
板 寄

附
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

し
て
い
た
だ
い
た
方
々

（
７
月
９
日
〜
８
月
８
日
）

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

野
生
き
の
こ
の
出
荷
制
限
に
つ
い
て

　

野
生
き
の
こ
は
、
三

春
町
を
含
む
県
内
55
市

町
村
で
出
荷
が
制
限
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
市
町
村

で
採
取
さ
れ
た
も
の
は
、
出
荷
で

き
な
い
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
加
工

食
品
の
原
料
と
し
て
も
使
用
で
き

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

○
三
春
の
里
ベ
ク
レ
ル
セ
ン
タ
ー

　

の
自
家
消
費
用
測
定
機
器
等

　

に
よ
り
検
査
を
行
い
、
基
準
値

　
（
１
０
０
Bq 

／
kg
）
以
下
で
あ

　

る
こ
と
を
確
認
し
て
も
、
出
荷

　

制
限
品
目
は
出
荷
で
き
ま
せ

　

ん
。

　

出
荷
に
は
以
下
の
も
の
が
該
当

　

し
ま
す
。

　
　

ａ
市
場
や
直
売
所
な
ど
へ
野

　
　
　

生
山
菜
・
き
の
こ
を
出
す

　
　
　

こ
と

　
　

ｂ
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
に
よ

　
　
　

る
通
信
販
売

　
　
　

※
フ
リ
マ
ア
プ
リ
等
を
介

　
　
　
　

し
た
個
人
売
買
も
出
荷

　
　
　
　

に
該
当
す
る
た
め
、
出

　
　
　
　

荷
制
限
品
目
の
出
品
は

　
　
　
　

で
き
ま
せ
ん
。

　
　

ｃ
無
償
で
他
人
に
譲
渡
す
る

　
　
　

こ
と

○
乾
燥
や
水
煮
な
ど
の
加
工
品
に

　

つ
い
て
も
、
出
荷
制
限
品
目
を

　

原
材
料
に
使
用
す
る
こ
と
は
で

　

き
ま
せ
ん
。

○
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
検
査
の
結
果
や

▼
問

　

三
春
キ
ッ
ズ
ス
タ
ー
ズ

　

代
表　

上
石

　

☎
０
８
０
‐
５
７
４
０
‐
３
３
１
２
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広報みはる
令和２年 9月号

日 月 火 水 木 金 土

1615 17 18 19

20 21

7 98 10 11 12

13 14

2322 24 25 26

27 28 3029

6

54321

心配ごと相談 31 こころ健康相談会 31

183～4か月児健診
公認心理師の
子育て相談日
心配ごと相談

星を見る会
ままカフェみはる21

16

星を見る会 16

体育館で体を動か
そう 18

出前おはなし会
（10時30分～11時・
子育て支援センター）

3歳6か月児健診
18

18

のびのびの日
（１０時～１２時・子
育て支援センター）

絵本とわらべ唄
おやこ運動遊び
教室
心配ごと相談
人権相談・行政相談

31

31

31

17

18

くん蒸のため臨時休
館（～ 4 日・歴史民
俗資料館）
心配ごと相談 31

理科クラブ
（９時～・三春小わん
ぱくクラブ室）
陶芸教室
（子ども向け）

18

16

お誕生会
（11時 30分～・
子育て支援センター）

18

ミニシアター
（１０時～・三春小わ
んぱくクラブ室）
ボランティア活動（１３
時３０分～・三春小
わんぱくクラブ室）

18

18

おはなし “あのね ”
（11時30分～・子育
て支援センター）18

19

公認心理師の
子育て相談日 19

18

◆ カレンダーに記載されている●の中の数字は、関連記事が掲載されているページ数です。
　 各行事の詳細については、該当ページをご覧ください。

◆ 住民課・税務課窓口延長日　毎週水曜日（午後７時まで）
◆ 施設の休館日は16ページに掲載しています。

９月の行事カレンダー

広　
告　
欄
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広報みはる
令和２年 9月号

人口・世帯数　 

納期限

マーク は、町営バスの運休日です。

町営バス運休カレンダー（９月）

【人権相談】

【行政相談】

【心配ごと相談】

【こころの健康相談会】

●●●今月の相談●●●

▼ 問　住民課 生活環境グループ
　　 　☎ 62-2147　FAX62-5155

〇町営バスをご利用の際は、お得な回数券・定期
　券をご利用ください。
　回数券はバス車内及び役場窓口、定期券は役場
　窓口でそれぞれお買い求めいただけます。
※三春の里コースのみ、年末年始を除き毎日運行
　しています。
※岩江コースは週 4日（月・火・木・金）運行
　しています。
※スクール混乗コース及び通勤コースを除く朝晩
　コース５路線は週５日（月～金）運行しています。

運休日：6・13・20・21・22・27 日

9月 医療機関名 薬局名
○ 休日夜間は郡山市夜間急病センター☎024-934-5656

休日診療時間 午前９時～午後６時
（医療機関によっては午前９時～午後５時）

夜間・休日のお医者さん

6日(日) かみや内科クリニック
☎72-3212
まつざき内科胃腸科クリニック
☎77-287013日(日)

公立小野地方綜合病院
☎72-318122日(火)

三春病院
☎62-313120日(日)

27日(日) 都路診療所☎75-2003

たむら市民病院
☎82-111721日(月) 共創未来船引薬局

※ 田村医師会では、地域の医療・介護に関してのご意見・ご質問を
　 募集しています。

急病時の問い合わせ先
日曜休日夜間当番医案内
 　☎024-933-4000（自動音声、24時間対応）
福島県こども救急電話相談
　 ☎#8000（固定電話アナログ回線の場合は、☎024-521-3790）
　　　　　　　　　　　　　　　　午後7時から翌朝8時まで

※新型コロナウイルスの症状が疑われる場合は、
　以下の窓口にお電話ください。
新型コロナウイルス相談窓口
帰国者・接触者相談センター
　☎０１２０－５６７－７４７
　受付時間：２４時間（毎日）

〒963－3401田村郡小野町大字小野新町字品ノ木 123
eFAX024-505-4956　田村医師会事務局まで

　9月 9月
１日（火）
２日（水）
３日（木）
４日（金）
７日（月）
８日（火）
９日（水）
１０日（木）
１１日（金）
１４日（月）

１５日（火）
１６日（水）
１７日（木）
１８日（金）
２３日（水）
２４日（木）
２５日（金）
２８日（月）
２９日（火）
３０日（水）

三春病院
矢吹医院
さとう耳鼻咽喉科クリニック
せんざき医院
橋本医院
島貫整形外科
遠藤医院
のざわ内科クリニック
船引クリニック
まつえ整形外科

雷クリニック
春山医院
かとうの内科クリニック
石塚医院
大久保クリニック
石川医院
東部台こどもクリニック
のざわ内科クリニック
青山医院
矢吹医院

当番医療機関 当番医療機関 【消費生活無料法律相談】
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　５月 20日から教育活動が再開されました。感染症対策、新しい生活
様式に戸惑いながらの再スタートでしたが、子どもたちの以前と変わ
らない元気な様子に安堵いたしました。
　中でも、例年と変わらず水泳の学習ができたことは、子どもたちに
とって大きな喜びとなりました。水泳の実施にあたり、授業前後の手
洗い・消毒の徹底、活動中に「密集」「密接」の状況を可能な限り避け
るなど新しいルールは加えられましたが、1年生から 6年生までの児
童が思う存分プールでの学習を楽しみました。水泳の学習を通して泳
力や体力が高まり心身共にたくましくなりました。

　７月の最終週、雨天の合間を縫って各学年で水泳記録会が行われま
した。残念ながら１・２年生は実施することができませんでしたが、
３～６年生は、自己記録の更新を目指して力強い泳ぎをすることがで
きました。
　これからも、学校が子どもたちにとって自ら学び、深め合う場とな
るように、感染リスクを低減化する対策をとりながら教育活動を展開
して参ります。

教育トピックス ～ 我が校の教育NOW（三春小学校編）～

　広報 8月号でお知らせした教育懇談会の日程が決定しました。
三春町にお住まいの方でしたら、どなたでも参加できます。三春の教育について、
皆様のご意見・ご感想をお聞かせいただければ幸いです。
　事前の申し込み等は不要です。お近くの会場においでください。

三春町教育委員会「教育懇談会」

地 　 区

沢 　 石

中 　 妻

三 　 春

岩 　 江

要 　 田

御 木 沢

中 　 郷

時　間

19:00 ～ 20:30

19:00 ～ 20:30

19:00 ～ 20:30

19:00 ～ 20:30

19:00 ～ 20:30

19:00 ～ 20:30

19:00 ～ 20:30

場　所

　沢石会館

　中妻地区公民館

　三春交流館「まほら」

　岩江センター

　大平荘

　御木沢地区公民館

　中郷地区公民館

期　日

９月１６日（水）

９月２５日（金）

９月２９日（火）

１０月　７日（水）

１０月　９日（金）

１０月１４日（水）

１０月２１日（水）


